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1 HP Officejet 2620 series ヘルプ

HP Officejet 2620 series の使用方法

● 4 ページのプリンター各部の名称

● 6 ページのコントロール パネルとステータス ランプ

● 22 ページのメディアのセット

● 9 ページの「印刷」

● 30 ページのドキュメントのコピー

● 32 ページのコンピューターへのスキャン

● 62 ページの推定インク レベルの確認

● 65 ページのインク カートリッジの交換

● 76 ページの紙詰まりの解消
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2 HP Officejet 2620 series を知ろう

● プリンター各部の名称

● コントロール パネルとステータス ランプ
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プリンター各部の名称
● 前面図

1 自動ドキュメント フィーダー (ADF)

2 給紙トレイの横方向用紙ガイド

3 給紙トレイ

4 給紙トレイ シールド

5 カバー

6 原稿押さえ

7 スキャナーのガラス面

8 プリンター ディスプレイ

9 コントロール パネル

10 インク カートリッジ

11 延長排紙トレイ (補助トレイ)

12 カートリッジ アクセス ドア

13 排紙トレイ
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● 背面図

14 USB ポート

15 電源接続

16 ファクス ポート (1-LINE)

17 ファクス ポート (2-EXT)
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コントロール パネルとステータス ランプ
図 2-1  コントロール パネルの機能

ラベル 説明

1 [オン] ボタン： プリンターの電源のオン、オフを切り替えます。

2 [ホーム] ボタン： ホーム 画面に戻ります。この画面は、プリンターの電源をオン
にしたときに最初に表示される画面です。

3 [上] ボタン： このボタンを使用してメニュー間を移動し、コピー枚数を選択しま
す。

4 [下] ボタン： このボタンを使用してメニュー間を移動し、コピー枚数を選択しま
す。

5 [キーパッド]： 数字やテキストを入力するにはキーパッドを使用します。

6 [戻る] ボタン： 前の画面に戻ります。

7 [選択ボタン]： このボタンの機能は、プリンター ディスプレイ上の表示内容に応
じて変化します。

8 [OK] ボタン： 現在の選択を確認します。

9 [ヘルプ] ボタン： ホーム 画面では、すべてのヘルプ トピックを表示します。 他の
画面では、現在の操作で役立つ、ディスプレイに関する情報またはアニメーション
を表示します。

図 2-2  オン ボタン ランプ

ランプの動作 説明

オフ プリンターの電源がオフになっています。

淡色表示 プリンターがスリープ モードであることを示します。 非動作状態が 5 分続いた後
にプリンターが自動的にスリープ モードに入ります。

速い点滅 エラーが発生しました。 プリンター ディスプレイ上のメッセージを参照してくだ
さい。
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ランプの動作 説明

ゆっくりした点滅 プリンターは初期化中またはシャット ダウン中であることを示します。

オン プリンターは印刷中、スキャン中、コピー中、またはオンで、いつでも印刷できる
状態です。
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3 印刷

● ドキュメントの印刷

● 写真の印刷

● 封筒の印刷

● クイック フォームの印刷

● 最大 dpi を使用した印刷

● 印刷完了のヒント
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ドキュメントの印刷

用紙をセットするには

1. 排紙トレイが開いていることを確認します。

2. 用紙が給紙トレイにセットされていることを確認します。

ドキュメントを印刷するには

1. お使いになるソフトウェアの [ファイル] メニューで [印刷] をクリックします。

2. お使いのプリンターが選択されていることを確認します。

3. [プロパティ] ダイアログ ボックスを開くボタンをクリックします。

ソフトウェアによって、このボタンは [プロパティ]、[オプション]、[プリンタ設定]、[プリンタ
のプロパティ]、[プリンタ]、 [プリファレンス] などの名前になっています。

4. 適切なオプションを選択します。

● [レイアウト] タブで、用紙の向きに [縦] または [横] を選択します。

● [用紙/品質] タブの [メディア] ドロップダウン リストから、適切な用紙の種類と印刷品質を

選択します。

● [詳細] ボタンをクリックし、[用紙/出力] の [用紙サイズ] ドロップダウン リストから適切な

普通紙サイズを選択します。

詳細については、17 ページの印刷完了のヒントを参照してください。

5. [OK] をクリックして、[プロパティ] ダイアログ ボックスを閉じます。

6. 印刷を開始するには、[印刷] または [OK] をクリックします。

ページの両面に印刷するには

1. ソフトウェアで、[印刷] ボタンをクリックします。

2. お使いのプリンターが選択されていることを確認します。
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3. [プロパティ] ダイアログ ボックスを開くボタンをクリックします。

ソフトウェアによって、このボタンは [プロパティ]、[オプション]、[プリンタ設定]、[プリンタ
のプロパティ]、[プリンタ]、 [プリファレンス] などの名前になっています。

4. 適切なオプションを選択します。

● [レイアウト] タブで、用紙の向きに [縦] または [横] を選択します。

● [用紙/品質] タブの [メディア] ドロップダウン リストから、適切な用紙の種類と印刷品質を

選択します。

● [詳細] ボタンをクリックし、[用紙/出力] の [用紙サイズ] ドロップダウン リストから適切な

用紙サイズを選択します。

詳細については、17 ページの印刷完了のヒントを参照してください。

5. [レイアウト] タブで、[長辺綴じ] または [短辺綴じ] を [手差し両面印刷] ドロップダウン リスト
から選択します。

6. [OK] をクリックして印刷します。

7. ドキュメントの偶数ページが印刷されたら、排紙トレイからドキュメントを取り出します。

8. 画面の指示に従い、用紙の印刷されていない面を表に向け、ページの先頭を下にして給紙トレイ
に再セットし、[続行] をクリックします。
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写真の印刷

フォト用紙をセットするには

1. 排紙トレイが開いていることを確認します。

2. 給紙トレイからすべての用紙を取り出し、フォト用紙の印刷面を上にしてセットします。

フォト用紙に写真を印刷するには

1. お使いになるソフトウェアの [ファイル] メニューで [印刷] をクリックします。

2. お使いのプリンターが選択されていることを確認します。

3. [プロパティ] ダイアログ ボックスを開くボタンをクリックします。

ソフトウェアによって、このボタンは [プロパティ]、[オプション]、[プリンタ設定]、[プリンタ
のプロパティ]、[プリンタ]、 [プリファレンス] などの名前になっています。

4. 適切なオプションを選択します。

● [レイアウト] タブで、用紙の向きに [縦] または [横] を選択します。

● [用紙/品質] タブの [メディア] ドロップダウン リストから、適切な用紙の種類と印刷品質を

選択します。

● [詳細] タブをクリックして、[用紙サイズ] ドロップダウン リストから適切なフォト用紙サ
イズを選択します。

詳細については、17 ページの印刷完了のヒントを参照してください。

注記： 最大 dpi 解像度については、16 ページの最大 dpi を使用した印刷を参照して
ください。

5. [OK] をクリックして、[プロパティ] ダイアログ ボックスに戻ります。

6. [OK] をクリックして、[印刷]、または [印刷] ダイアログ ボックスの [OK] をクリックします。

注記： 印刷が完了したら、給紙トレイから未使用のフォト用紙を取り出してください。 用
紙が波打って印刷品質が低下することがないようにフォト用紙を保管してください。
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封筒の印刷
HP Officejet 2620 series の給紙トレイには、複数の封筒をセットすることができます。 また、光沢紙

を使った封筒やエンボス加工された封筒、あるいは留め具付きの封筒や窓付き封筒は使わないでくだ
さい。

注記： 封筒に印刷するテキストの書式設定については、お使いのワープロ ソフトのヘルプ
ファイルを参照してください。 より美しく仕上げるために、封筒の差出人住所にはラベルの
使用をお勧めします。

封筒をセットするには

1. 排紙トレイが開いていることを確認します。

2. 給紙トレイ シールドを上げて、横方向用紙ガイドを左端までスライドさせます。

3. 封筒を給紙トレイの右側に置きます。 印刷面を上に向けて置いてください。

4. 封筒をプリンターの奥まで押し入れます。

5. 給紙トレイ シールドを上げて、横方向用紙ガイドを封筒の端にぴったりつくまでスライドさせま
す。

封筒に印刷するには

1. お使いになるソフトウェアの [ファイル] メニューで [印刷] をクリックします。

2. お使いのプリンターが選択されていることを確認します。

3. [プロパティ] ダイアログ ボックスを開くボタンをクリックします。

ソフトウェアによって、このボタンは [プロパティ]、[オプション]、[プリンタ設定]、[プリンタ
のプロパティ]、[プリンタ]、 [プリファレンス] などの名前になっています。

4. 適切なオプションを選択します。
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● [レイアウト] タブで、用紙の向きに [縦] または [横] を選択します。

● [用紙/品質] タブの [メディア] ドロップダウン リストから、適切な用紙の種類と印刷品質を

選択します。

● [詳細] タブをクリックして、[用紙サイズ] ドロップダウン リストから適切な封筒用紙サイ
ズを選択します。

詳細については、17 ページの印刷完了のヒントを参照してください。

5. [OK] をクリックして、[印刷]、または [印刷] ダイアログ ボックスの [OK] をクリックします。
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クイック フォームの印刷
[クイック フォーム] を使用して、カレンダー、チェック リスト、ゲーム、ノート用紙、方眼紙、五線
紙を印刷できます。

[クイック フォーム] を印刷するには

1. プリンター ディスプレイの ホーム 画面で、[上] ボタンと [下] ボタンを押し、[クイック フォーム]
を選択して [OK] を押します。

ヒント： プリンター ディスプレイに [クイック フォーム] オプションが表示されない
場合、[ホーム] ボタンを押し、[クイック フォーム] が表示されるまで [上] ボタンと [下]
ボタンを押します。

2. [上] ボタンと [下] ボタンを押していずれかの [クイック フォーム] オプションを選択し、[OK] を
押します。

3. コピー枚数を指定し、[OK] を押します。

JAWW クイック フォームの印刷 15



最大 dpi を使用した印刷

フォト用紙に高品質でシャープなイメージを印刷するには、最大 dpi モードを使用します。

最大 dpi で印刷すると、他の設定よりも印刷時間が長くなり、大量のメモリが必要になります。

最大 dpi モードで印刷するには

1. お使いになるソフトウェアの [ファイル] メニューで [印刷] をクリックします。

2. お使いのプリンターが選択されていることを確認します。

3. [プロパティ] ダイアログ ボックスを開くボタンをクリックします。

ソフトウェアによって、このボタンは [プロパティ]、[オプション]、[プリンタ設定]、[プリンタ
のプロパティ]、[プリンタ]、 [プリファレンス] などの名前になっています。

4. [用紙/品質] タブをクリックします。

5. 最大 dpi を使用した印刷を有効にするには、[メディア] ドロップダウン リストから、[フォト用

紙、最高画質] を選択する必要があります。

6. [詳細設定] ボタンをクリックします。

7. [プリンタの機能] 領域の印刷品質から [最大 dpi で印刷] を選択します。

8. [用紙サイズ] ドロップダウン リストから適切な用紙サイズを選択します。

9. [OK] をクリックして拡張オプションを閉じます。

10. [レイアウト] タブで、[印刷の向き] を確認し、[OK] をクリックして印刷します。
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印刷完了のヒント
印刷に失敗しないためには、HP カートリッジが正しく動作し、インク残量が十分にあり、用紙を正

しくセットし、プリンターを適切に設定する必要があります。 印刷設定は、コピーまたはスキャンに
適用されません。

インクのヒント

● HP 製インク カートリッジを使用します。

● 黒のカートリッジと 3 色カラー カートリッジを正しく装着します。

詳しくは、65 ページのインク カートリッジの交換を参照してください。

● インク カートリッジの推定インク レベルを確認して、インクが十分にあることを確認します。

詳しくは、62 ページの推定インク レベルの確認を参照してください。

● 印刷品質に満足できない場合は、81 ページの印刷品質の改善 を参照してください。

用紙をセットするときのヒント

● 用紙の束をセットします (用紙は、1 枚のみをセットしないでください)。 紙詰まりを防ぐため、

すべて同じサイズと種類の用紙を使用してください。

● 印刷面を上にして用紙をセットします。

● 用紙を給紙トレイに平らに置き、端が折れたり破れたりしないようにセットしてください。

● 用紙がぴったり収まるように、給紙トレイの横方向用紙ガイドを調整してください。 横方向用紙
ガイドで給紙トレイの用紙を折らないようにしてください。

詳しくは、22 ページのメディアのセットを参照してください。

プリンター設定のヒント

● デフォルトの印刷設定を変更するには、プリンター ソフトウェアの [印刷、スキャン、ファクス]
クリックしてから、[基本設定] をクリックします。

オペレーティング システムに応じて、以下のいずれかを実行してプリンター ソフトウェアを開
きます。

◦ Windows 8： [スタート] で、画面上の何も表示されていない領域を右クリックし、アプリ

バーの [すべてのアプリ] をクリックして、プリンター名のアイコンをクリックします。

◦ Windows 7、Windows Vista、および Windows XP： コンピューターのデスクトップで、[ス
タート] をクリックし、[すべてのプログラム] を選択します。次に、[HP]、[HP Officejet 2620
series]、[HP Officejet 2620 series] の順にクリックします。

● 1 枚の用紙に印刷するページ数を選択するには、[レイアウト] タブで [用紙あたりのページ数] ド
ロップダウン リストから適切なオプションを選択します。

● 用紙の種類と印刷品質を設定するには、[用紙/品質] タブの [メディア] ドロップダウン リストか

ら、適切なオプションを選択します。

● その他の印刷設定を表示するには、[レイアウト] タブまたは [用紙/品質] タブで、[詳細] ボタン

をクリックして [詳細オプション] ダイアログ ボックスを開きます。
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◦ [グレースケールで印刷]： 黒のインクだけを使用して、ドキュメントをモノクロで印刷する
ことができます。 [黒インクのみ] を選択して、[OK] をクリックします。

◦ [HP Real Life 技術]： この機能は、画像をなめらかでシャープにし、印刷品質を向上させま

す。

◦ [ブックレット]: 複数ページの文書をブックレットとして印刷することができます。 折り畳

むと用紙の半分の大きさのブックレットになるように、用紙の各面にそれぞれ 2 ページを

配置します。 ドロップダウン リストから綴じ方を選択し、[OK] をクリックします。

● [ブックレット-左綴じ]: ブックレットに折り畳むと左側が綴じる側になります。 左か

ら右に読む場合は、このオプションを選択します。

● [ブックレット-右綴じ]: ブックレットに折り畳むと右側が綴じる側になります。 右か

ら左に読む場合は、このオプションを選択します。

注記： [レイアウト] タブのプレビューには、[ブックレット] ドロップダウン リス
トで選択した内容は反映されません。

◦ [用紙あたりのページ数のレイアウト]: 1 枚の用紙に 3 ページ以上が含まれるドキュメント

を印刷する場合に、ページの順序を指定することができます。

注記：  [レイアウト] タブのプレビューには、[用紙あたりのページ数のレイアウト]
ドロップダウン リストで選択した内容は反映されません。

◦ [ページ枠]： 1 枚の用紙に 3 ページ以上が含まれるドキュメントを印刷する場合に、ページ

に境界線を追加することができます。

注記： [レイアウト] タブのプレビューには、[ページ境界線] ドロップダウン リス
トで選択した内容は反映されません。

注意

● HP 製インク カートリッジは、HP プリンターおよび用紙で最高の性能が得られるように設計さ

れ、何度もテストされています。

注記： 他社製サプライ品の品質および信頼性は保証できません。 HP 製以外のサプラ
イ品を使用した結果、必要になったサービスや修理については保証対象になりません。

ご購入の製品が HP 純正カートリッジと思われる場合は、次のサイトをご覧ください。
www.hp.com/go/anticounterfeit

● インク レベルの警告およびインジケーターが示すインク レベルは、インク交換のタイミングを
示す予測にすぎません。

注記： インク残量が少ないという警告メッセージが表示されたら、印刷できなくなる
前に交換用のカートリッジを準備してください。 印刷品質が使用に耐えないレベルに
達するまでインク カートリッジを交換する必要はありません。

● 印刷ドライバで選択したソフトウェア設定は、印刷にのみ適用されます。コピーまたはスキャン
には適用されません。

● ドキュメントを用紙の両面に印刷できます。
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4 用紙の基本

HP プリンターには、さまざまな種類やサイズの用紙をセットできます。

このセクションでは、次のトピックについて説明します。

● 推奨する印刷用紙

● メディアのセット

● 原稿のセット

● HP 用紙サプライ品の注文
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推奨する印刷用紙
最高画質で印刷するには、印刷するプロジェクトのタイプに合わせて設計された HP 純正用紙を推奨

します。

国/地域によっては、入手できない用紙もあります。

ColorLok

● HP は一般文書の印刷やコピーには ColorLok ロゴが入った普通紙をお勧めしています。

ColorLok ロゴが入った用紙はすべて高い信頼性および印刷品質基準に適合するよう独自にテス

トされており、通常の普通紙に比べ、くっきり鮮明な黒色を再現し、乾燥が速い文書を実現しま
す。 ColorLok ロゴ入り用紙は、さまざまな重さとサイズのものがメーカーにより提供されてい

ます。

フォトプリント

● HP プレミアム プラス フォト用紙

HP プレミアム プラス フォト用紙は、お客様の大切な写真のために HP が提供する高画質フォト

用紙です。 HP プレミアム プラス フォト用紙をご使用になれば、写真をきれいに印刷でき、速

乾性があるためその場で皆に渡すことができます。 用紙サイズには、A4、8.5 x 11 インチ、10
x 15 cm (4 x 6 インチ)、13 x 18 cm (5 x 7 インチ)、A3 (11 x 17 インチ) などがあり、いずれも光

沢またはソフト光沢 (半光沢) という 2 種類の仕上げがあります。 お客様の大切な写真や特別な

写真をフレームに入れたり、飾ったり、プレゼントしたりするのに最適です。 HP プレミアム プ
ラス フォト用紙は、最高級の品質と抜群の耐光性を備えています。

● HP アドバンス フォト用紙

この厚手のフォト用紙はすぐ乾くので汚れにくく取り扱いが簡単です。 水、染み、指紋、湿気へ
の抵抗性に優れています。 プリントショップの仕上がりに似た印刷品質が得られます。 用紙サ
イズには、A4、8.5 x 11 インチ、10 x 15 cm、 13 x 18 cm などがあります。 ドキュメントを長

持ちさせる無酸性用紙です。

● HP エヴリデイ フォト用紙

カラフルな一般のスナップ写真を低コストで印刷できる、カジュアルな写真印刷向け用紙です。
手ごろな価格で、すぐ乾くので取り扱いが簡単です。 インクジェット プリンターで使用すれば、
鮮明で、くっきりしたイメージが得られます。 用紙サイズには、A4、8.5 x 11 インチ、10 x 15
cm などがあり、いずれも光沢仕上げです。 写真を長持ちさせる無酸性用紙です。

ビジネス文書

● HP プレミアム プレゼンテーション用紙 または HP プロフェッショナル用紙 120

両面印刷が可能な厚手つや消し用紙です。プレゼンテーション、企画書、レポート、ニュースレ
ター等に最適です。 素晴らしい見た目や質感を実現する厚手用紙です。

● HP ブローシャ用紙 または HP プロフェッショナル用紙 180
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両面印刷に対応できるように、両面に光沢またはつや消しコーティングが施されています。 写真
に近い品質の印刷や、レポートのカバー、特別なプレゼンテーション、カタログ、宣伝用リーフ
レット、カレンダなどに使用するビジネス用のグラフィックの印刷にお勧めします。

普段の印刷

● HP インクジェット用上質普通紙

インクジェット用上質普通紙を使用すると、ハイコントラストの色とシャープな文字で印刷され
ます。 ある程度の厚みがあり両面カラー印刷をしても裏写りしないため、ニュースレターやレポ
ート、広告などに最適です。 にじみの少ない、くっきり鮮明な色を再現する ColorLok テクノロ

ジーを採用しています。

● HP プリント用紙

HP 印刷用紙は、高品質の多目的用紙です。 標準の多目的用紙やコピー用紙と比べて、見た目も

質感も重量感のあるしっかりした文書を作成できます。 にじみの少ない、くっきり鮮明な色を再
現する ColorLok テクノロジーを採用しています。 ドキュメントを長持ちさせる無酸性用紙で

す。

● HP オフィス用紙

HP オフィス用紙は、高品質の多目的用紙です。 コピー、原稿、メモなど、毎日の使用に適して

います。 にじみの少ない、くっきり鮮明な色を再現する ColorLok テクノロジーを採用していま

す。 ドキュメントを長持ちさせる無酸性用紙です。

● HP オフィス用再生紙

HP オフィス用再生紙は、リサイクル繊維を 30% 含む高品質の多目的用紙です。 にじみの少な

い、くっきり鮮明な色を再現する ColorLok テクノロジーを採用しています。

特殊な印刷

● HP アイロン プリント紙

HP アイロン プリント紙 (淡色または白地用) を使用すると、デジタル写真からオリジナル T シャ

ツを作成できます。
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メディアのセット
用紙サイズを選択して続行します。

フルサイズの用紙をセットするには

1. 給紙トレイを上げます。

2. 排紙トレイを下げて、延長排紙トレイを引き出します。

3. 給紙トレイ シールドを上げて、横方向用紙ガイドを左側にスライドさせます。
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4. 用紙の短辺を下げ、印刷面を上にした状態で、用紙の束を給紙トレイに挿入し、奥まで差し込み
ます。

5. 横方向用紙ガイドを、用紙の端に当たって止まるまで右にスライドさせます。

小さなサイズの用紙をセットするには

1. 給紙トレイを上げます。

2. 排紙トレイを下げて、延長排紙トレイを引き出します。
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3. 給紙トレイ シールドを上げて、横方向用紙ガイドを左にスライドし、すべての用紙を給紙トレイ
から取り除きます。

4. フォト用紙の短辺を下げ、印刷面を上にした状態で、フォト用紙の束を挿入し、奥まで差し込み
ます。

5. 給紙トレイ シールドを上げて、横方向用紙ガイドを、用紙の端に当たって止まるまで右にスライ
ドさせます。

封筒をセットするには

1. 給紙トレイを上げます。
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2. 排紙トレイを下げて、延長排紙トレイを引き出します。

3. 給紙トレイ シールドを上げて、横方向用紙ガイドを左にスライドし、すべての用紙を給紙トレイ
から取り除きます。

4. 1 枚以上の封筒を給紙トレイの右端に寄せて挿入し、封筒の束を奥まで差し込みます。

印刷面を上に向けて置いてください。 封筒のフタが左側にきて下向きになるようにします。

5. 給紙トレイ シールドを上げて、横方向用紙ガイドを、封筒に当たって止まるまで右にスライドさ
せます。
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原稿のセット
原稿を、印刷面を上にして自動ドキュメント フィーダー (ADF) にセットするか、印刷面を下にしてス

キャナーのガラス面の右下隅に合わせてセットします。

自動ドキュメント フィーダーに原稿をセットするには

1. 横方向用紙ガイドを外側にスライドさせます。

2. 自動ドキュメント フィーダーに、印刷面を上にし、先頭を下にして原稿をセットします。

3. 横方向用紙ガイドを、用紙の端に当たって止まるまで内側にスライドさせます。

スキャナーのガラス面に原稿をセットするには

1. スキャナーのカバーを持ち上げます。
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2. 原稿を、印刷面を下にしてスキャナーのガラス面の右下隅に合わせてセットします。

3. スキャナー カバーを閉じます。
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HP 用紙サプライ品の注文

このプリンターはほとんどの種類のオフィス用紙に対応しています。 最適な印刷品質をお求めの場
合は HP 用紙をご使用ください。 HP 用紙の詳細については、HP Web サイト www.hp.com をご覧く

ださい。

HP は一般文書の印刷やコピーには ColorLok ロゴが入った普通紙をお勧めしています。 ColorLok ロ
ゴが入った用紙はすべて高い信頼性および印刷品質基準に適合するよう独自にテストされており、通
常の普通紙に比べ、くっきり鮮明な黒色を再現し、乾燥が速い文書を実現します。 ColorLok ロゴ入

り用紙は、さまざまな重さとサイズのものがメーカーにより提供されています。

HP 用紙を購入するには、製品 & サービスのオンラインストア にアクセスし、インク、トナー、およ

び用紙を選択します。
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5 コピーとスキャン

● ドキュメントのコピー

● コンピューターへのスキャン

● コピー完了のヒント

● スキャン完了のヒント
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ドキュメントのコピー
プリンター ディスプレイの [コピー] メニューで、モノクロ コピーまたはカラー コピーを開始し、コ
ピー枚数を選択できます。 用紙の種類とサイズの変更、コピーの濃さの調整、コピーのサイズ変更な
ど、コピー設定もすぐに変更できます。

モノクロまたはカラー コピーを作成するには

1. 給紙トレイに用紙をセットします。

2. 原稿を、印刷面を上にして自動ドキュメント フィーダーにセットするか、印刷面を下にしてスキ
ャナーのガラス面の右下隅に合わせてセットします。

用紙のセット方法の詳細については、26 ページの原稿のセットを参照してください。

3. プリンターのディスプレイの ホーム 画面で [コピー] を選択し、[OK] を押して [コピー] メニュー

を表示します。

プリンター ディスプレイに [コピー] が表示されない場合は、[ホーム] ボタンを押して、[コピー]
が表示されるまで [上] と [下] ボタンを押します。

4. [コピー] メニューから、[コピー枚数] を選択してコピーの枚数を決定し、[OK] を押して確認しま

す。

5. [モノクロ コピーの開始] または [カラー コピーの開始] を選択し、[OK] を押してモノクロまたは

カラー コピーを作成します。

その他のコピー機能

[コピー] メニューで、 [[上]] ボタンと [[下]] ボタンを押して設定を選択します。

● [用紙の種類]： 用紙サイズと用紙タイプを選択します。 普通紙設定は、普通紙の通常の印刷品質
で印刷します。 フォト用紙設定は、フォト用紙の最高の品質で印刷します。

● [リサイズ]： コピーする画像またはドキュメントのサイズを調節します。
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◦ [実物大] : 原稿のサイズと同じサイズのコピーを作成します。ただし、コピーされた画像の

余白が狭くなる可能性があります。

◦ [ページに合わせる]： コピーを中央に配置し、周囲を白の枠で囲みます リサイズされたイ
メージは、選択した出力用紙のサイズに合わせて拡大または縮小されます。

注記： [ページに合わせる] が適切に機能するように、スキャナーのガラス面に汚
れがないことを確認してください。

◦ [カスタム サイズ]: 100% より大きい値を選択して画像サイズを拡大したり、100% より小

さい値を選択して画像サイズを縮小したりできます。

● [ID カード コピー]： ID カードの両面をコピーできます。

● [薄く/濃く]： コピーを薄くしたり濃くしたりするには、コピー設定を調整します。

注記： 2 分間操作がない場合、コピー オプションは自動的に普通紙 A4 または 8.5 x 11 イ
ンチ (地域によって異なります) のデフォルト設定に戻ります。
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コンピューターへのスキャン
コンピューターにスキャンするには、プリンターとコンピューターとを接続して電源をオンにする必
要があります。 プリンターのコントロール パネルまたはコンピューターからスキャンできます。 1
つのページを画像ファイルにすばやくスキャンする場合は、コントロール パネルからスキャンしま
す。 複数のページを 1 つのファイルにスキャンする、スキャンのファイル フォーマットを定義する、

またはスキャンされた画像を調整する場合は、コンピューターからスキャンします。

スキャンを準備するには

1. 原稿を、印刷面を上にして自動ドキュメント フィーダーにセットするか、印刷面を下にしてスキ
ャナーのガラス面の右下隅に合わせてセットします。

用紙のセット方法の詳細については、26 ページの原稿のセットを参照してください。

2. スキャンを開始します。

プリンターのコントロール パネルからスキャンするには

1. プリンター ディスプレイの ホーム 画面から [スキャン] を選択します。 プリンター ディスプレ
イに [スキャン] が表示されない場合は、[ホーム] ボタンを押して、[スキャン] が表示されるまで
[上] と [下] ボタンを押します。

2. [コンピュータにスキャン] を選択します。

3. プリンター ディスプレイからスキャン先のコンピューターを選択します。

プリンター ディスプレイ上のリストにコンピューターが表示されない場合、コンピューターがプ
リンターに USB ケーブルで接続されていることを確認してください。

コンピューターからスキャンするには

1. オペレーティング システムに応じて、以下のいずれかを実行して プリンター ソフトウェア を開
きます。

● Windows 8： [スタート] で、画面上の何も表示されていない領域を右クリックし、アプリ

バーの [すべてのアプリ] をクリックして、プリンター名のアイコンをクリックします。

● Windows 7、Windows Vista、および Windows XP： コンピューターのデスクトップで、[ス
タート] をクリックし、[すべてのプログラム] を選択します。次に、[HP]、[HP Officejet 2620
series]、[HP Officejet 2620 series] の順にクリックします。

2. プリンター ソフトウェア で[印刷、スキャン、ファクス] アイコンをクリックし、[ドキュメント
または写真のスキャン] を選択します。

3. ショートカット メニューから希望のスキャンの種類を選択し、[スキャン] をクリックします。

注記： [スキャンのプレビューの表示] が選択されている場合、プレビュー画面でスキ
ャンされた画像を調整できます。
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4. アプリケーションを別のスキャン用に開いたままにする場合は [保存] を選択します。アプリケ
ーションを終了するには、[完了] を選択します。

5. スキャンを保存すると、スキャンの保存先のディレクトリで Windows Explorer ウィンドウが開

きます。

注記： 同時にスキャン機能を有効にすることができるコンピューターの数は限られていま
す。 プリンター ディスプレイ上で [スキャン] を選択すると、現在スキャンすることが可能
なコンピューターを一覧できます。
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コピー完了のヒント
● スキャナーのガラス面をきれいにして、付着物等がないことを確認してください。

● 印刷出力のコントラストの強弱を調整するには、プリンター ディスプレイから [コピー] を選択
し、[薄く/濃く] を選択してコントラストを調整します。

● 印刷出力の用紙サイズと用紙の種類を選択するには、プリンター ディスプレイから [コピー] を
選択します。 [コピー] メニューから [用紙の種類] を選択し、普通紙またはフォト用紙、および
フォト用紙のサイズを選択します。

● 画像のサイズを変更するには、プリンター ディスプレイから [コピー] を選択し、[サイズの変更]
を選択します。

34 第 5 章   コピーとスキャン JAWW



スキャン完了のヒント
● スキャナーのガラス面をきれいにして、付着物等がないことを確認してください。

● プリンター ディスプレイから [スキャン] を選択した後、プリンター ディスプレイ上のプリンタ
ーのリストからスキャン先のコンピューターを選択します。

● 複数のページがあるドキュメントを複数のファイルでなく 1 つのファイルにスキャンする場合、

プリンター ディスプレイから [スキャン] を選択する代わりに プリンター ソフトウェア でスキ
ャンを開始します。
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6 ファクス

本プリンターを使用して、カラー ファクスなどのファクスを送受信できます。 ファクスにスケジュ
ールを設定し後で送信できるようにしたり、短縮ダイヤルを設定してよくかける電話番号にすばやく
簡単にファクスを送信できます。 プリンターのコントロール パネルから、送信するファクスの解像
度や濃淡のコントラストなどのさまざまなファクス オプションを設定することができます。

注記： ファクスを使用する前に、ファクスを使用できるようにプリンターを正しくセット
アップしていることを確認してください。 初期設定時に、コントロール パネル、またはプ
リンター付属の HP ソフトウェアを使用してセットアップが完了している場合もありま
す。 ファクス機能が正しく設定されているかどうかは、コントロール パネルからファクス
セットアップ テストを実行して確かめることができます。 ファクス テストの詳細について
は、143 ページのファクス設定のテストを参照してください。

● ファクスの送信

● ファクスを受信する

● 短縮ダイヤルの設定

● ファクス設定の変更

● ファクスおよびデジタル電話サービス

● インターネット プロトコル経由のファクス

● レポートの使用

● スキャンのヒント
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ファクスの送信
さまざまな方法でファクスを送信できます。 プリンターのコントロール パネルから、モノクロまた
はカラーのファクスを送信できます。 付属の電話機から手動でファクスを送信することもできま
す。 この方法では、ファクスを送信する前に受信者との通話が可能です。

このセクションでは、次のトピックについて説明します。

● 標準ファクスの送信

● コンピューターから標準的なファクスを送信する

● 電話からのファクスの手動送信

● ダイヤル モニタリングを使用してファクスを送信する

● 後で送信するためにファクスをスケジュール設定する

● エラー補正モードでのファクス送信

標準ファクスの送信

1 ページまたは複数ページのモノクロ ファクスまたはカラー ファクスをプリンターのコントロール

パネルを使って簡単に送信できます。

注記： ファクスの送信に成功したことを示す確認メッセージを印刷する必要がある場合
は、ファクス送受信の確認を有効にする必要があります。

ヒント： 電話やダイヤル モニタ機能を使用して、ファクスを手動で送信することもできま
す。 この機能では、ダイヤルする間隔を指定できます。 通話料金をテレフォン カードで支
払いたいときなど、ダイヤル中にトーン音に応答する必要があるときに、この機能は役に立
ちます。

プリンターのコントロール パネルから標準ファクスを送信するには

1. 原稿を、印刷面を上にして自動ドキュメント フィーダーにセットするか、印刷面を下にしてスキ
ャナーのガラス面の右下隅に合わせてセットします。

用紙のセット方法の詳細については、26 ページの原稿のセットを参照してください。

2. プリンター ディスプレイの ホーム 画面で [上] ボタンと [下] ボタンを押し、[ファクス] を選択し
て [OK] を押します。

3. [モノクロ ファクス] または [カラー ファクス] を選択します。

原稿が自動ドキュメント フィーダーにセットされている場合、入力した番号宛にドキュメントが
送信されます。 自動ドキュメント フィーダーに原稿が検出されない場合、操作の選択を求める
メッセージが表示されます。

ヒント： 受信者からの知らせで、送信したファクスの品質に問題があることがわかっ
た場合は、ファクスの解像度やコントラストを変えてみます。

4. キーパッドを使用して新しいファクス番号を入力し、[OK] を押します。

ヒント： 入力するファクス番号間に一定の間隔を入れるには、ディスプレイにダッシ
ュ記号 ([-]) が表示されるまで [*] を押します。
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コンピューターから標準的なファクスを送信する

コピーを印刷してそれをプリンターからファクスしなくても、コンピューター上のドキュメントをフ
ァクスとして送信できます。

注記： この方法でコンピューターから送信されたファクスは、インターネット接続または
コンピューター モデムではなく、プリンターのファクス接続を使用します。 したがって、
プリンターが正常に機能している電話回線に接続されていること、ファクス機能がセットア
ップされ正しく動作していることを確認する必要があります。

この機能を使用するには、プリンターに同梱されている HP ソフトウェア CD を使用して、プリンター

ソフトウェアをインストールする必要があります。

コンピューターから標準的なファクスを送信するには

1. コンピューター上で、ファクスするドキュメントを開きます。

2. お使いのソフトウェア アプリケーションの [ファイル] メニューで [印刷] をクリックします。

3. [名前] リストで、名前に [“fax”] が付いたプリンターを選択します。

4. モノクロ ファクスまたはカラー ファクスとしてドキュメントを送信するように設定するなど、
設定を変更するには、[プロパティ] ダイアログ ボックスを開くボタンをクリックします。 ソフ
トウェアによって、このボタンは [プロパティ]、[オプション]、[プリンタ設定]、[プリンタ]、
[プリファレンス] などの名前になっています。

5. 設定を変更した後で、[OK] をクリックします。

6. [印刷] または [OK] をクリックします。

7. 受信者のファクス番号およびその他の情報を入力して、さらにファクス設定を変更してから、
[ファクスの送信] をクリックします。 プリンターはファクス番号のダイヤルとドキュメントの
ファクス送信を開始します。

電話からのファクスの手動送信

手動ファクス送信では、電話をして、ファクスを送信する前に相手と話をすることができます。 ファ
クスを送信する前に相手に送信することを伝えたい場合は、この方法が便利です。 ファクスを手動で
送信するときは、発信音、音声ガイダンス、その他の音声が電話の受話器から聞こえます。 このた
め、ファクスの送信にコーリング カードが使用しやすくなります。

受信者側のファクス機の設定状態によって、受信者が電話に出たり、ファクス機が応答する場合があ
ります。 受信者が電話に出たら、ファクスを送信する前に会話をすることができます。 ファクス機
が応答した場合、受信中のファクス機からトーン音が聞こえてから、そのファクス機に直接ファクス
を送信できます。

子機からファクスを手動で送信するには

1. 原稿を、印刷面を上にして自動ドキュメント フィーダーにセットするか、印刷面を下にしてスキ
ャナーのガラス面の右下隅に合わせてセットします。

用紙のセット方法の詳細については、26 ページの原稿のセットを参照してください。

2. プリンター ディスプレイの ホーム 画面で [上] ボタンと [下] ボタンを押し、[ファクス] を選択し
て [OK] を押します。
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3. プリンターに接続された電話のダイヤルキーから、番号をダイヤルします。

注記： ファクスを手動で送信する場合はプリンターのコントロール パネル上のキーパ
ッドは使用しないでください。 受信者の番号をダイヤルするには、電話機のダイヤルを
押します。

4. 受信者が応答した場合、ファクスを送信する前に会話をすることができます。

注記： ファクス機が応答すると、受信中のファクス機からファクスのトーン音が聞こ
えます。 次の手順に進んで、ファクスを送信します。

5. ファクスを送信する準備ができたら、[OK] を押して [新しいファクスを送信] を選択し、[モノク

ロ] または [カラー].

ファクス送信前に受信者と話している場合は、ファクスのトーン音が聞こえたらファクス機の
[ファクスを手動で受信] ボタンを押すように、前もって受信者に知らせてください。

ファクスの送信中は、電話回線は無音になります。 この時点で、受話器を置くことができます。
ファクス受信が完了した後、受信者と続けて話をする場合は、電話を切らないでください。

ダイヤル モニタリングを使用してファクスを送信する

ダイヤルのモニタ機能を使用すると、通常の電話をダイヤルするようにプリンターのコントロール パ
ネルから番号をダイヤルできます。 ダイヤルのモニタ機能を使用してファクスを送信する際には、ダ
イヤルのトーン音、電話の応答メッセージ、またはその他の音がプリンターのスピーカーを通して聴
こえます。 これにより、ダイヤル中に音声ガイダンスに応答することも、ダイヤルするペースを指定
することもできます。

ヒント： コーリング カードを使用する場合、コーリング カード PIN の入力が遅すぎると、
プリンターによるファクス音の送信開始のタイミングが早すぎて、コーリング カード PIN
がコーリング カード サービスによって認識されないことがあります。 この場合には、コー
リング カードの PIN を登録する短縮ダイヤル エントリを作成できます。 詳しくは、
47 ページの短縮ダイヤルの設定を参照してください。

注記： ダイヤル トーンを聞いて、ボリュームがオンになっていることを確認します。

プリンターのコントロール パネルからダイヤルのモニタ機能を使用してファクスを送信するには

1. 原稿を、印刷面を上にして自動ドキュメント フィーダーにセットするか、印刷面を下にしてスキ
ャナーのガラス面の右下隅に合わせてセットします。

用紙のセット方法の詳細については、26 ページの原稿のセットを参照してください。

2. プリンター ディスプレイの ホーム 画面で [上] ボタンと [下] ボタンを押し、[ファクス] を選択し
て [OK] を押します。

3. [モノクロ ファクス] または [カラー ファクス] を選択します。

● プリンターが自動ドキュメント フィーダーにセットされた原稿を検出すると、ダイヤル ト
ーンが聞こえます。

● 原稿がスキャナーのガラス面にセットされている場合、[ガラス面からのファクス] を選択し
ます。
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4. ダイヤル トーンが聞こえたら、デバイスのコントロール パネルのキーパッドで番号を入力しま
す。

5. 音声ガイダンスがあれば、従ってください。

受信側のファクス機が応答すると、ファクスが送信されます。

後で送信するためにファクスをスケジュール設定する

モノクロのファクスを 24 時間以内に送信するようスケジュール設定することができます。 これによ

り、電話回線の混雑が少なく、電話料金が割安の夜間にモノクロのファクスを送信できます。 プリン
ターが、指定された時刻に自動的にファクスを送信します。

ファクスのスケジュール設定ができる原稿は、一度に 1 件のみです。 ファクスのスケジュール設定が

されている状態でも、通常のファクス送信が可能です。

注記： メモリから送信できるのはモノクロ ファクスだけです。

プリンターのコントロール パネルからファクスをスケジュール設定するには

1. 自動ドキュメント フィーダーに、印刷面を上にして原稿をセットします。

用紙のセット方法の詳細については、26 ページの原稿のセットを参照してください。

2. プリンター ディスプレイの ホーム 画面で [上] ボタンと [下] ボタンを押し、[ファクス] を選択し
て [OK] を押します。

3. [設定]、[ファクスのスケジュール] を順に選択します。

4. [上] ボタンと [下] ボタンを押してファクスの遅延時間を入力し、[OK] を押して確認します。

5. ダイヤル トーンが聞こえたら、デバイスのコントロール パネルのキーパッドで番号を入力しま
す。

6. [スキャン]、[開始] を順に選択し、[OK] を押します。

プリンターはすべてのページをスキャンし、予定時刻にファクスを送信します。

スケジュールされたファクスをキャンセルするには

1. プリンター ディスプレイの ホーム 画面で [上] ボタンと [下] ボタンを押し、[ファクス] を選択し
て [OK] を押します。

2. [設定]、[ファクスのスケジュール] を順に選択します。

3. 削除するスケジュール済みファクスを選択し、[削除] を選択し、[OK] を押します。

エラー補正モードでのファクス送信

[エラー補正モード] (ECM) は、ファクスの転送中に発生したエラーを検出し、自動的にエラー部分の

再転送を要求することで、電話回線の不良によるデータの喪失を防止します。 良好な状態の電話回線
においては電話料金に影響が及ぶことはなく、場合によってはむしろ安くなることもあります。 電話
回線の状態が悪い場合、ECM にすることで送信時間と電話料金は増えますが、送信するデータの信

頼性が高くなります。 デフォルトの設定は [オン] です。 ECM によって電話料金が極端に上がる場

合や、電話料金を下げる代わりに品質が劣化してもかまわない場合にのみ、ECM をオフにしてくだ

さい。
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ECM 設定をオフにする前に、以下を検討してください。 ECM をオフにする場合：

● 送受信するファクスの品質と送信速度に影響があります。

● [ファクス速度] が自動的に [標準] に設定されます。

● カラー ファクスの送受信を行うことができなくなります。

コントロール パネルから ECM 設定を変更するには

1. プリンター ディスプレイの ホーム 画面で [上] ボタンと [下] ボタンを押し、[ファクス] を選択し
て [OK] を押します。

2. [設定]、[詳細設定] を順に選択します。

3. [エラー補正] を選択します。

4. を押して [ON] または [OFF] を選択し、[OK] を押します。
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ファクスを受信する
ファクスは自動または手動で受信できます。 [自動応答] オプションをオフにすると、ファクスは手動
で受信しなければならなくなります。 [自動応答] オプションをオン (デフォルト設定) にすると、プリ

ンターは [応答呼出し回数] 設定で設定した呼び出し回数の後、自動的に着信に応答してファクスを受
信します (デフォルトの [応答呼出し回数] 設定は 5 回です)。

プリンターでリーガルサイズ (216 mm x 279 mm) の用紙の使用が設定されていないときに、リーガ

ルサイズまたはそれより大きなサイズのファクスを受信すると、プリンターにセットされている用紙
に収まるようにファクスのサイズが自動で縮小されます。

注記： ファクスの受信時にドキュメントをコピーしていると、受信されたファクスはコピ
ーが完了するまでプリンターのメモリに保存されます。 これにより、メモリに保存されるフ
ァクス ページ数を削減できます。

● ファクスの手動受信

● 受信済みファクスのメモリからの再印刷

● 別の番号へのファクスの転送

● ファクス受信用の用紙サイズの設定

● 迷惑なファクス番号の拒否

ファクスの手動受信

電話中に接続を維持しながら、通話先の相手からファクスを送ってもらうことができます。 これをフ
ァクスの手動受信と呼びます。 このセクションでは、ファクスを手動受信する方法について説明しま
す。

注記： 受話器を取り上げて話すか、ファクス トーンを聞くことができます。

次のように設定した電話で、ファクスを手動受信することができます。

● プリンターの 2-EXT ポートに直接接続された電話

● 同じ電話回線上にあるが、プリンターに直接接続されていない電話

ファクスを手動で受信するには

1. プリンターの電源が入っていることと、給紙トレイに用紙がセットされていることを確認してく
ださい。

2. 自動ドキュメント フィーダーから原稿を取り除きます。

3. プリンターが応答する前に、ユーザーが着信に応答できるように、[応答呼出し回数] を多めに設
定します。 または、[自動応答] の設定をオフにし、プリンターが自動的に受信ファクスに応答し
ないようにします。

4. 送信者と電話がつながっている場合は、相手のファクス機で [新しいファクスを送信] を押すよう
に指示します。

5. 送信中のファクス機からファクス トーンが聞こえたら、次の操作を行います。
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a. プリンター ディスプレイの ホーム 画面で [上] ボタンと [下] ボタンを押して [ファクス] を
選択し、[OK] を押し、[ファクスを手動で受信] を選択します。

b. ファクス受信が始まったら、受話器を置くことも、通話を続けることもできます。 ファク
スの転送中、電話回線は無音になります。

受信済みファクスのメモリからの再印刷

印刷されていない受信済みファクスは、メモリに保存されます。

注記： メモリに空きがなくなったら、ファクスを印刷するか、メモリからファクスを削除
するまで、プリンターは新しいファクスを受信できなくなります。 セキュリティまたはプラ
イバシー保護のために、メモリ内のファクスを削除することもできます。

メモリに保存されたファクスの容量に応じて、メモリにまだ保存されていれば、最近印刷したファク
スを最大 8 件まで再印刷することができます。 たとえば、最後に受信したプリントアウトをなくして

も、ファクスを再印刷できます。

プリンターのコントロール パネルから、メモリに保存されているファクスを再印刷するには

1. 用紙が給紙トレイにセットされていることを確認します。 詳しくは、22 ページのメディアのセ

ットを参照してください。

2. プリンター ディスプレイの ホーム 画面で [上] ボタンと [下] ボタンを押し、[ファクス] を選択し
て [OK] を押します。

3. [設定]、[ファクスの再印刷]

受信したときとは逆の順序で、直前に受信したファクスが最初に表示されます。

4. 印刷するファクスを選択して、[印刷] を選択します。

5. ファクスの再印刷を停止する場合は、[キャンセル] を選択し、[OK] を押します。

別の番号へのファクスの転送

ファクスを別のファクス番号に転送するようにプリンターを設定することができます。 受信したカ
ラー ファクスはモノクロで転送されます。

転送の前に、転送先のファクス番号を確認することをお勧めします。 テストでファクスを送信し、転
送先のファクス機がファクスを受信できるか確認してください。

プリンターのコントロール パネルからファクスを転送するには

1. プリンター ディスプレイの ホーム 画面で [上] ボタンと [下] ボタンを押し、[ファクス] を選択し
て [OK] を押します。

2. [設定]、[詳細設定] を順に選択します。

3. [ファクス転送]、[ファクス転送] の順に選択します。
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4. [オンで印刷可能] を選択してファクスを印刷して転送するか、[オン] を選択してファクスを転送
します。

注記： プリンターが指定したファクス機にファクスを転送できない場合 (指定したフ
ァクス機の電源が入っていない場合など)、プリンターはファクスを印刷します。 受信
したファクスのエラー レポートを印刷するようにプリンターを設定した場合、エラー
レポートも印刷されます。

5. 指示画面で、転送先ファクス機の番号を入力して、[完了] を選択します。 以下の各指示画面で、
必要な情報を入力します。 開始日、開始時間、終了日、終了時間。

6. ファクス転送がオンになります。 [OK] を選択して確認します。

ファクスの転送が設定されているときに停電になると、プリンターはファクスの転送設定と電話
番号を保存します。 プリンターの電源が復帰したときには、ファクスの転送設定は [オン] の状
態のままです。

注記： [ファクスの転送] メニューの [オフ] を選択すると、ファクスの転送をキャンセ
ルできます。

ファクス受信用の用紙サイズの設定

受信ファクスの用紙サイズを選択できます。 用紙サイズは、給紙トレイにセットした用紙に合わせて
設定します。 ファクスはレター用紙、A4 用紙、またはリーガル用紙にのみ印刷できます。

注記： ファクスを受信したときに不適当な用紙サイズが給紙トレイにセットされている
と、ファクスを印刷しないで、ディスプレイにエラー メッセージが表示されます。 ファク
スを印刷するには、レター用紙、A4 用紙、リーガル用紙のいずれかをセットして、[OK] を
押します。

プリンターのコントロール パネルから、ファクス受信用の用紙サイズを設定するには

1. プリンター ディスプレイの ホーム 画面で [上] ボタンと [下] ボタンを押し、[ファクス] を選択し
て [OK] を押します。

2. [設定] を選択します。

3. [ファクス用紙サイズ] を選択して、オプションを選択します。

迷惑なファクス番号の拒否

電話会社を介して着信識別サービスに登録すると、特定のファクス番号を拒否して、このファクス番
号から着信したファクスをプリンターが印刷しないようにすることができます。 着信ファクスを受
信すると、プリンターは迷惑ファクス番号一覧の番号と比較して、着信ファクスを拒否するかどうか
を判断します。 ファクス番号が拒否ファクス番号一覧内の番号に一致する場合、そのファクスは印刷
されません (拒否できるファクス番号の最大数は、モデルによって異なります)。

注記： この機能は、一部の国/地域ではサポートされていません。 サポートしていない国/
地域では、[迷惑ファクスを拒否] が [ファクス オプション] または [ファクス設定] メニュー
に表示されません。

注記： 発信者 ID リストに電話番号が 1 つも追加されていない場合は、発信者 ID サービス
に登録していないと考えられます。

● 迷惑ファクス一覧に番号を追加
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● 迷惑ファクス一覧から番号を削除

迷惑ファクス一覧に番号を追加

迷惑ファクス リストに特定番号を追加することで、その番号をブロックできます。

迷惑ファクス一覧に番号を追加するには

1. プリンター ディスプレイの ホーム 画面で [上] ボタンと [下] ボタンを押し、[ファクス] を選択し
て [OK] を押します。

2. [設定]、[迷惑ファクス] を順に選択します。

3. 迷惑ファクスを拒否するために着信識別が必要であることを示すメッセージが表示されます。
[OK] クリックして続行します。

4. [番号を追加] を選択します。

5. 着信識別一覧から拒否するファクス番号を選択するには、[着信履歴から選択] を選択します。

- または -

拒否するファクス番号を手動で入力するには、[新しい番号の入力] を選択します。

6. 拒否するファクス番号を入力したら、[完了] を選択します。

注記： 受信したファクスのヘッダーに表示されている番号は実際と異なる場合がある
ので、ヘッダーの番号ではなく、コントロール パネルのディスプレイに表示されるファ
クス番号を入力してください。

迷惑ファクス一覧から番号を削除

ファクス番号を拒否する必要がなくなった場合は、その番号を迷惑ファクス一覧から削除することが
できます。

迷惑ファクス番号リストから番号を削除するには

1. プリンター ディスプレイの ホーム 画面で [上] ボタンと [下] ボタンを押し、[ファクス] を選択し
て [OK] を押します。

2. [設定]、[迷惑ファクス] を順に選択します。

3. 削除するファクス番号を選択し、[番号の削除] を選択します。

4. [OK] クリックして削除を確定します。
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短縮ダイヤルの設定
頻繁に使うファクス番号は、短縮ダイヤル エントリとして設定できます。 そうすれば、プリンター
のコントロール パネルからすぐにダイヤルすることができます。

ヒント： プリンターのコントロール パネルから短縮ダイヤル エントリを作成および管理
できるだけでなく、プリンターに付属の HP ソフトウェアなど、お使いのコンピューターで
利用可能なツールを使用することもできます。

このセクションでは、次のトピックについて説明します。

● 短縮ダイヤルを設定および変更する

● 短縮ダイヤルを削除する

短縮ダイヤルを設定および変更する

ファクス番号を短縮ダイヤル エントリとして保存することができます。

短縮ダイヤル エントリを設定するには

1. プリンター ディスプレイの ホーム 画面で [上] ボタンと [下] ボタンを押し、[ファクス] を選択し
て [OK] を押します。

2. [設定]、[電話帳] を順に選択します。

3. [連絡先を追加] を選択します。

4. 連絡先の名前を入力して、[次へ] を選択します。

5. ファクス番号を入力し、[完了] を選択します。

注記： 市外局番、PBX システム外の番号のアクセス コード (通常は 9 または 0)、長距
離電話のプレフィックスなど、間隔や他の必要な番号を含めてください。

短縮ダイヤル エントリを変更するには

1. プリンター ディスプレイの ホーム 画面で [上] ボタンと [下] ボタンを押し、[ファクス] を選択し
て [OK] を押します。

2. [設定]、[電話帳] を順に選択します。

3. 変更するエントリを選択し、[OK] を選択します。

4. [編集] を選択し、ファクス名を変更して [次へ] を選択します。

5. ファクス番号を変更し、[次へ] を選択します。

注記： 市外局番、PBX システム外の番号のアクセス コード (通常は 9 または 0)、長距
離電話のプレフィックスなど、間隔や他の必要な番号を含めてください。
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短縮ダイヤルを削除する

短縮ダイヤル エントリを削除するには

1. プリンター ディスプレイの ホーム 画面で [上] ボタンと [下] ボタンを押し、[ファクス] を選択し
て [OK] を押します。

2. [設定]、[電話帳] を順に選択します。

3. 削除するエントリを選択し、[削除] を選択して確定します。
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ファクス設定の変更
以下の方法で初期設定を変更するか、ファクスのその他のオプションを設定します。

● ファクスのヘッダーを設定する

● 応答モード (自動応答) を設定する

● 応答までの呼出し回数の設定

● 着信識別応答呼び出し音のパターンの変更

● ダイヤル方式を設定する

● リダイヤル オプションを設定する

● ファクス速度の設定

● ファクス音量の設定

ファクスのヘッダーを設定する

ファクスのヘッダーを使用すると、すべての送信ファクスの上部に名前とファクス番号が印刷されま
す。 プリンターに付属している HP ソフトウェアを使用してファクスのヘッダーを設定するように

してください。 また、ここでの説明に従ってプリンターのコントロール パネルからファクスのヘッ
ダーを設定することもできます。

注記： 一部の国または地域では、法令等によりファクスのヘッダー情報の明記が義務付け
られています。

ファクスのヘッダーを設定または変更するには

1. プリンター ディスプレイの ホーム 画面で [上] ボタンと [下] ボタンを押し、[ファクス] を選択し
て [OK] を押します。

2. [設定]、[ファクスのヘッダー] を順に選択します。

3. 個人名または会社名およびファクス番号を入力し、[完了] を選択します。

応答モード (自動応答) を設定する

応答モードでは、プリンターが着信に自動で応答するかどうかを設定します。

● ファクスに自動応答するには、[自動応答] 設定をオンにします。 プリンターが、すべての着信と
ファクスに自動で応答します。

● ファクスに手動で応答するには、[自動応答] をオフにします。 受信ファクスに応答するには、ユ
ーザーが手動で受信操作をしなければなりません。この操作を行わないと、プリンターはファク
スを受信しません。
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応答モードを設定するには

1. プリンター ディスプレイの ホーム 画面で [上] ボタンと [下] ボタンを押し、[ファクス] を選択し
て [OK] を押します。

2. [設定] を選択します。

3. [自動応答] を選択し、[オン] または [オフ] を選択して、[OK] を押します。

応答までの呼出し回数の設定

[自動応答] 設定をオンにした場合、デバイスが自動的に着信音に応答するまでの呼び出し回数を指定
できます。

[応答呼出し回数]設定は、特にプリンターと同じ電話回線で留守番電話を使用している場合に重要で
す。プリンターが応答する前に留守番電話で応答する必要があるからです。 プリンターの応答呼出
し回数を、留守番電話が応答する回数よりも多く設定する必要があります。

たとえば、留守番電話の呼び出し回数を少なくし、プリンターの呼び出し回数を最大数に設定しま
す。 (呼び出しの最大回数は、国/地域によって異なります。) この設定では、留守番電話が電話に応答

し、プリンターが電話回線を監視します。 プリンターがファクス受信音を検出した場合、プリンター
はファクスを受信します。 着信が電話の場合は、留守番電話が着信のメッセージを録音します。

応答までの呼び出し回数を設定するには

1. プリンター ディスプレイの ホーム 画面で [上] ボタンと [下] ボタンを押し、[ファクス] を選択し
て [OK] を押します。

2. [設定]、[詳細設定] を順に選択します。

3. [呼び出し設定]、[応答呼び出し回数] を順に選択します。

4. 上矢印または下矢印を選択して呼び出し回数を変更します。

5. [OK] ボタンを選択して設定を確定します。

着信識別応答呼び出し音のパターンの変更

多くの電話会社から、1 本の電話回線で複数の電話番号を持てる着信識別音機能が提供されていま

す。 この着信識別サービスでは、番号ごとに異なる呼び出し音のパターンが割り当てられます。 プ
リンターが特定の呼び出し音の着信に応答するように設定することができます。

着信識別音が設定されている電話回線にプリンターを接続する場合は、電話会社に音声着信の呼び出
し音とファクス受信の呼び出し音を、それぞれ別に割り当ててもらいます。 ファクス番号には、2 回
または 3 回の呼び出し音を割り当てることをお勧めします。 プリンターは、指定した呼び出し音のパ

ターンを検出したときに、ファクスの受信を開始します。

ヒント： プリンターのコントロール パネルにある呼出し音のパターン検出機能を使用し
て、着信識別を設定することもできます。 この機能により、プリンターは着信に基づいてこ
の着信の呼び出し音のパターンを認識および記録し、電話会社によってファクス受信に割り
当てられた着信識別音のパターンを自動的に特定します。

着信識別サービスを使用していない場合は、デフォルトの呼び出し音パターン [すべての呼び出し] を
使用してください。

注記： メインの電話番号の受話器が外れている場合、プリンターはファクスを受信できま
せん。
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着信識別応答呼び出し音のパターンを変更するには

1. プリンターがファクスの呼び出しに自動応答するよう設定されていることを確認します。

2. プリンター ディスプレイの ホーム 画面で [上] ボタンと [下] ボタンを押し、[ファクス] を選択し
て [OK] を押します。

3. [設定]、[詳細設定] を順に選択します。

4. [呼び出し設定]、[応答呼出し音のパターン] を順に選択します。

5. 同じ電話回線に複数の番号がある場合以外はこの設定を変更しないように警告するメッセージ
が表示されます。 [はい]を選択して続行します。

6. 次のいずれかを実行してください。

● 電話会社によってファクス受信に割り当てられた呼び出し音のパターンを選択します。

- または -

● [自動検出] を選択し、プリンターのコントロール パネルの指示に従います。

注記： 呼出し音のパターン検出機能が呼出し音のパターンを検出できなかった場合、
または検出の完了前にキャンセルされた場合には、自動的にデフォルト ([すべての呼び
出し音]) に設定されます。

注記： 内部呼び出しと外部呼び出しで呼び出し音のパターンが異なる PBX 電話シス
テムを使用している場合は、ファクス番号を外部番号から呼び出す必要があります。

ダイヤル方式を設定する

トーン ダイヤル モードまたはパルス ダイヤル モードに設定するには、次の手順に従います。 工場出
荷時のデフォルトの設定は、[トーン] です。 電話回線でトーン ダイヤルを使用できないことがわかっ
ている場合以外は、この設定を変更しないでください。

注記： パルス ダイヤル オプションは、一部の国/地域では利用できません。

ダイヤル方式を設定するには

1. プリンター ディスプレイの ホーム 画面で [上] ボタンと [下] ボタンを押し、[ファクス] を選択し
て [OK] を押します。

2. [設定]、[詳細設定] を順に選択します。

3. [ダイヤルの種類] を選択し、[トーン ダイヤル] または [パルス ダイヤル] を選択して [OK] を押し

ます。

リダイヤル オプションを設定する

受信側のファクス機が応答しないか、ビジー状態であるためにプリンターがファクスを送信できなか
った場合、プリンターはビジー リダイヤルまたは応答なしリダイヤル オプションの設定に応じてリ
ダイヤルします。 このオプションのオンとオフを切り替えるには、次の手順を実行します。
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● ビジー状態のとき: このオプションがオンの場合、プリンターはビジー信号を受け取ると自動的

にリダイヤルします。 このオプションの工場出荷時のデフォルト設定は、[リダイヤルする] で
す。

● 応答がないとき: このオプションがオンの場合、受信側のファクス機が応答しないとプリンター

は自動的にリダイヤルします。 このオプションの工場出荷時のデフォルト設定は、[リダイヤル
しません] です。

リダイヤル オプションを設定するには

1. プリンター ディスプレイの ホーム 画面で [上] ボタンと [下] ボタンを押し、[ファクス] を選択し
て [OK] を押します。

2. [設定]、[自動リダイヤル] を順に選択します。

3. 適切なオプションを選択して、[OK] を押します。

ファクス速度の設定

ファクスの送受信時に、お使いのプリンターと他のファクス機間でのデータ通信に使用するファクス
速度を設定できます。

以下のサービスを使用している場合は、必要に応じて、ファクス速度の設定を遅くします。

● インターネット電話サービス

● PBX システム

● FoIP (Fax over Internet Protocol)

● ISDN (総合デジタル通信網) サービス

ファクスの送受信時に問題が発生した場合、[ファクス速度] をより小さい値に設定しなおしてくださ
い。 以下の表に、選択できるファクス速度の設定を示します。

ファクス速度の設定 ファクス速度

[はやい] v.34 (33600 bps)

[標準] v.17 (14400 bps)

[おそい] v.29 (9600 bps)

ファクス速度を設定するには

1. プリンター ディスプレイの ホーム 画面で [上] ボタンと [下] ボタンを押し、[ファクス] を選択し
て [OK] を押します。

2. [設定]、[詳細設定] を順に選択します。

3. [ファクス速度] を選択します。

4. オプションを選択して、[OK] を押します。

ファクス音量の設定

この手順を使用してファクスの音量を調整することができます。
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ファクス音量を設定するには

1. プリンター ディスプレイの ホーム 画面で [上] ボタンと [下] ボタンを押し、[ファクス] を選択し
て [OK] を押します。

2. [設定]、[詳細設定] を順に選択します。

3. [呼び出し設定]、[ファクス サウンドの音量] を順に選択します。

4. [小さい]、[大きい]、または [オフ] を選択して [OK] を押します。
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ファクスおよびデジタル電話サービス
電話会社の多くは、次のようなデジタル電話サービスをお客様に提供しています。

● DSL： 電話会社を通じてデジタル加入者線 (DSL) を利用 (DSL は、国/地域によっては ADSL と
呼ばれています)。

● PBX： 構内交換機 (PBX) システム。

● ISDN： ISDN (総合デジタル通信網) システム。

● FoIP： インターネットを使用することで、プリンターを使用してファクスの送受信ができる低

コストの電話サービス。 この方法は、FoIP(Fax over Internet Protocol) と呼ばれます。 詳しく

は、55 ページのインターネット プロトコル経由のファクスを参照してください。

HP プリンターは、従来のアナログ電話サービスで使用するように設計されています。 デジタル電話

環境 (DSL/ADSL、PBX、ISDN など) にいる場合は、プリンターでファクス送受信を設定するときに

デジタル-アナログ フィルターまたはコンバーターを使用する必要があります。

注記： HP では、プリンターが、すべてのデジタル環境で、すべてのデジタル-アナログ コ
ンバーターと一緒に、すべてのデジタル サービス回線またはプロバイダーに対して使用でき
ることを保証しません。 提供される回線サービスに基づいた適切なセットアップ オプショ
ンについて、電話会社に直接問い合わせることを常にお勧めします。
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インターネット プロトコル経由のファクス
インターネットを使用することで、プリンターを使用してファクスの送受信ができる低コストの電話
サービスに登録することもできます。 この方法は、FoIP(Fax over Internet Protocol) と呼ばれます。

次の条件に当てはまる場合、(契約している電話会社が提供する) FoIP サービス を使用できます。

● ファクス番号と一緒に特別のアクセス コードをダイヤルしている

● インターネットに接続する IP コンバータ ボックスがあり、ファクス接続用のアナログ電話ポー

トがある

注記： ファクスの送受信は、電話コードをプリンターの "1-LINE" ポートに接続していると
きしか行えません。 つまり、インターネット接続は、コンバータ ボックス (ファクス接続用
に通常のアナログ電話ジャックを装備) または電話会社経由で行う必要があるということで
す。

ヒント： インターネット プロトコルの電話システムを介した従来のファクス送信のサポー
トは、多くの場合、制限されています。 ファクスの使用で問題が起きたら、ファクス速度を
遅くするか、ファクスのエラー補正モード (ECM) を無効にしてください。 ただし、ECM を
オフにすると、カラー ファクスを送受信できなくなります。 ファクス速度の変更の詳細に
ついては、52 ページのファクス速度の設定を参照してください。 ECM の使用の詳細につい
ては、41 ページのエラー補正モードでのファクス送信を参照してください。

インターネット ファクスについて質問がある場合は、インターネット ファクス サービス サポート部
門、またはお近くのサービス プロバイダにお問い合わせください。
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レポートの使用
ファクスを送受信するたびに、エラー レポートおよび確認レポートを自動的に印刷するようにプリン
ターを設定できます。 システム レポートを必要に応じて手動で印刷することもできます。 これらの
レポートには、プリンターに関する重要なシステム情報が記載されています。

デフォルトでは、プリンターは、ファクスの送受信で問題が発生した場合にのみレポートを印刷する
ように設定されています。 ファクスの送信に成功したことを示す確認メッセージが、ファクスの送受
信のたびにコントロール パネルのディスプレイに短い時間表示されます。

注記： レポートが判読できない場合は、コントロール パネル、または HP ソフトウェアか
ら推定インク レベルを確認できます。

注記： インク レベルの警告およびインジケータは、インク交換の準備を促すことを目的と
しています。 インク残量が少ないという警告が表示されたら、印刷が滞らないよう、交換用
のカートリッジを準備してください。 指示があるまで、インク カートリッジを交換する必
要はありません。

注記： プリントヘッドとインク カートリッジが良好な状態で、正しく取り付けられている
ことを確認してください。 詳しくは、61 ページの「インク カートリッジのメンテナンス」
を参照してください。

このセクションでは、次のトピックについて説明します。

● ファクス確認レポートの印刷

● ファクス ログを印刷および表示する

● ファクス処理レポートの印刷

● 発信者 ID レポートの印刷

● 発着信履歴の表示

ファクス確認レポートの印刷

ファクスの送信に成功したことを示す確認メッセージを印刷する必要がある場合は、次の指示に従っ
てファクスを送信する前にファクス送受信の確認を有効にします。

デフォルトのファクス確認設定は、[エラーの場合のみ] です。

注記： [ファクスの送信後]または[常時稼動]を選択する場合と、メモリから送信するファク
スをスキャンするか、[スキャンとファクス] オプションを使用する場合は、ファクス送信確
認レポートにファクスの最初のページの画像を含めることができます。

ファクス送受信の確認を有効にするには

1. プリンター ディスプレイの ホーム 画面で [上] ボタンと [下] ボタンを押し、[ファクス] を選択し
て [OK] を押します。

2. [設定]、[詳細設定]、[ファクスの確認] の順に選択します。

3. 次のいずれかのオプションを選択し、[OK] を押します。

[オフ] ファクスの送受信に問題がない時は、ファクス確認
レポートを印刷しません。
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[ファクスの送信後] ファクスの送信ごとにファクス確認レポートを印
刷します。

[ファクスの受信後] ファクスの受信ごとにファクス確認レポートを印
刷します。

[常時稼動] ファクスの送受信ごとにファクス確認レポートを
印刷します。

[エラーの場合のみ] ファクスのエラーごとにファクス確認レポートを
印刷します。 これはデフォルト設定です。

ファクス ログを印刷および表示する

プリンターが送受信したファクスのログを印刷できます。

プリンターのコントロール パネルからファクス ログを印刷するには

1. プリンター ディスプレイの ホーム 画面で [上] ボタンと [下] ボタンを押し、[ファクス] を選択し
て [OK] を押します。

2. [設定]、 [詳細設定]、[ファクス レポート] の順に選択します。

3. [ファクス ログ] を選択し、[OK] を押します。

ファクス処理レポートの印刷

ファクス処理レポートには、最近行ったファクス処理の詳細が印刷されます。 レポートには、ファク
ス番号、ページ数、ファクスのステータスが記載されます。

ファクス処理レポートを印刷するには

1. プリンター ディスプレイの ホーム 画面で [上] ボタンと [下] ボタンを押し、[ファクス] を選択し
て [OK] を押します。

2. [設定]、 [詳細設定]、[ファクス レポート] の順に選択します。

3. [最終処理レポート] を選択し、[OK] を押します。

発信者 ID レポートの印刷

次の手順で着信識別ファクス番号リストを印刷します。

着信識別履歴を印刷するには

1. プリンター ディスプレイの ホーム 画面で [上] ボタンと [下] ボタンを押し、[ファクス] を選択し
て [OK] を押します。

2. [設定]、 [詳細設定]、[ファクス レポート] の順に選択します。

3. [着信識別レポート] を選択し、[OK] を押します。

発着信履歴の表示

プリンター上のすべての発着信を印刷するには、次の手順を使用します。
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発着信履歴を表示するには

1. プリンター ディスプレイの ホーム 画面で [上] ボタンと [下] ボタンを押し、[ファクス] を選択し
て [OK] を押します。

2. [設定]、[迷惑ファクス] を順に選択します。

3. [番号を追加] を選択し、[着信識別履歴から選択] を選択して [OK] を押します。
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スキャンのヒント
● 原稿を、印刷面を上にして自動ドキュメント フィーダーにセットするか、印刷面を下にしてスキ

ャナーのガラス面の右下隅に合わせてセットします。

用紙のセット方法の詳細については、26 ページの原稿のセットを参照してください。

● スキャナーのガラス面をきれいにして、付着物等がないことを確認してください。

● カラー ファクスを送信する場合は、[エラー補正モード] (ECM) をオンにしてください。

ECM の詳細については、41 ページのエラー補正モードでのファクス送信 を参照してください。

● メモリに空きがなくなったら、ファクスを印刷するか、メモリからファクスを削除するまで、プ
リンターはファクスを受信できなくなります。

メモリ内のファクスを再印刷する方法については、44 ページの受信済みファクスのメモリから

の再印刷 を参照してください。

● プリンターが特定の呼び出し音の着信に応答するように設定することができます。 1 つの電話

回線で複数の電話番号を使用できるサービスを電話会社と契約している場合にのみ、この機能を
使用してください。
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7 インク カートリッジのメンテナンス

このセクションでは、次のトピックについて説明します。

● 推定インク レベルの確認

● インク サプライ品の注文

● 正しいインク カートリッジの選択

● インク カートリッジの交換

● インクバックアップ機能

● カートリッジ保証情報

● インク カートリッジの使用に関するヒント
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推定インク レベルの確認
インク レベルを簡単にチェックして、いつ頃インク カートリッジを交換すれば良いか知ることがで
きます。 インク レベルは、インク カートリッジの推定インク残量を示しています。

プリンターのコントロール パネルから推定インクレベルを確認するには

● プリンター ディスプレイの ホーム 画面から、[インク レベル] を選択します。 プリンターに現在
のインク レベルが表示されます。

注記： ホーム 画面が表示されない場合は、[ホーム] ボタンを押してください。

プリンター ソフトウェアからインク レベルを確認するには

1. オペレーティング システムに応じて、以下のいずれかを実行して プリンター ソフトウェア を開
きます。

● Windows 8： [スタート] で、画面上の何も表示されていない領域を右クリックし、App バ
ーの [すべての Apps] をクリックして、プリンター名のアイコンをクリックします。

● Windows 7、Windows Vista、Windows XP： コンピューターのデスクトップで、[スタート]
をクリックし、[すべてのプログラム] を選択します。次に、[HP]、[HP Officejet 2620
series]、[HP Officejet 2620 series] の順にクリックします。

2. プリンター ソフトウェア で、[推定インクレベル] をクリックします。

注記： 再充填または再生されたインク カートリッジや、別のプリンターで使用されていた
インク カートリッジを取り付けた場合、インク レベル インジケーターが不正確であったり、
表示されない場合があります。

注記： インク レベルの警告およびインジケーターが示すインク レベルは、インク交換の
タイミングを示す予測にすぎません。 インク残量が少ないという警告メッセージが表示さ
れたら、印刷できなくなる前に交換用のインク カートリッジを準備してください。 印刷の
品質が使用に耐えないレベルに達するまでインク カートリッジを交換する必要はありませ
ん。

注記： インク カートリッジのインクは、印刷処理のさまざまな場面で消費されます。初期
化処理でプリンターとカートリッジの印刷準備を行う際や、プリントヘッドのクリーニング
でプリント ノズルをクリーニングしてインクの流れをスムーズにする際にも消費されま
す。 また、使用済みインク カートリッジ内にはある程度のインクが残っています。 詳細に
ついては、www.hp.com/go/inkusage を参照してください。
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インク サプライ品の注文
カートリッジを注文する前に、正しいカートリッジ番号を確認してください。

プリンターのカートリッジ番号を確認する

● カートリッジ番号はカートリッジ アクセス ドアの内側に記載されています。

プリンター ソフトウェア でカートリッジ番号を確認する

1. オペレーティング システムに応じて、以下のいずれかを実行してプリンター ソフトウェアを開
きます。

● Windows 8： [スタート] で、画面上の何も表示されていない領域を右クリックし、App バ
ーの [すべての Apps] をクリックして、プリンター名のアイコンをクリックします。

● Windows 7、Windows Vista、Windows XP： コンピューターのデスクトップで、[スタート]
をクリックし、[すべてのプログラム] を選択します。次に、[HP]、[HP Officejet 2620
series]、[HP Officejet 2620 series] の順にクリックします。

2. プリンター ソフトウェア で [ショッピング] をクリックし、[サプライ品のオンライン購入] をク
リックし、画面の指示に従います。

HP Officejet 2620 series 用の HP 製サプライ品を注文するには、www.hp.com/buy/supplies にアクセ

スしてください。 指示に従って、お住まいの国/地域を選択し、製品を選択して、ページ上のショッ

ピング リンクの 1 つをクリックします。

注記： インク カートリッジのオンライン注文は、取り扱っていない国/地域もあります。
お住まいの国または地域でお取り扱いがなくても、サプライ品情報を確認したり、一覧を印
刷して最寄りの HP 販売店でのご購入時の参考にすることができます。
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正しいインク カートリッジの選択
HP では、HP 製インク カートリッジの使用を推奨しています。 HP 製インク カートリッジは、HP プ
リンターで最高の性能が得られるように設計され、何度もテストされています。
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インク カートリッジの交換

インク カートリッジを交換するには

1. 電源が入っていることを確認します。

2. 用紙をセットします。

3. インク カートリッジを取り外します。

a. カートリッジ アクセス ドアを開いて、インク ホルダーがプリンターの中央に移動するまで
待ちます。

b. インク カートリッジを下に押して固定を解除し、スロットから取り外します。

4. 新しいインク カートリッジを差し込みます。

a. インク カートリッジをパッケージから取り出します。
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b. ピンクのつまみを引っ張ってビニール テープをはがします。

c. カチッと音がするまでインク カートリッジをスロットに押し込みます。

d. カートリッジ アクセス ドアを閉じます。

注記： 新しいインク カートリッジを取り付けた後にドキュメントを印刷すると、
HP プリンター ソフトウェア はインク カートリッジを調整するための指示を表示
します。
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インクバックアップ機能
シングル カートリッジ モードでは、HP Officejet 2620 series は 1 つのインク カートリッジのみを使

用します。 インク カートリッジ をインク カートリッジ ホルダーから取り外すと、シングル カート
リッジ モードになります。

注記： HP Officejet 2620 series がシングル カートリッジ モードで動作すると、画面にメ
ッセージが表示されます。 プリンターに 2 つのインク カートリッジを取り付けているとき
にメッセージが表示された場合は、各インク カートリッジのビニール テープの保護シート
がはがされていることを確認してください。 保護テープがインク カートリッジの接触部分
を覆っていると、プリンターはインク カートリッジが取り付けられたことを検出できませ
ん。

シングル カートリッジ モードを終了するには

● HP Officejet 2620 series に黒のカートリッジと 3 色カラー カートリッジを装着してシングル カ
ートリッジ モードを終了します。
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カートリッジ保証情報
HP カートリッジの保証は、指定された HP 製プリンティング デバイスで使用された場合に適用され

ます。 この保証は、詰め替え、再生、刷新、誤用、改造のいずれかを受けた HP インク カートリッジ

には適用されません。

保証期間内に HP インクを使い切っていないこと、保証期限が切れていないことがカートリッジに保

証が適用される条件です。 保証期限は図のように、YYYY/MM/DD 形式でカートリッジに記載されて

います。

HP 限定保証条項については、プリンターに付属の印刷ドキュメントを参照してください。
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インク カートリッジの使用に関するヒント
インク カートリッジを使用するには、次のヒントを参考にしてください。

● インク カートリッジを乾燥から守るには、常に [オン] ボタンを使用してプリンターの電源を切
り、[オン] ボタンのランプが消えるまで待ちます。

● インク カートリッジを取り付ける準備ができるまで、インク カートリッジを開けたり、テープ
をはがしたりしないでください。 テープをインク カートリッジにつけておくことで、インクの
蒸発を減らすことができます。

● インク カートリッジを正しいスロットに差し込みます。 各インク カートリッジの色とアイコン
が、各スロットの色とアイコンに合うようにします。 インク カートリッジを必ず正しい位置に
カチッとはめ込みます。

● 新しいインク カートリッジを差し込んだ後に、最適な印刷品質のためにプリンターを調整しま
す。 詳細については、81 ページの印刷品質の改善を参照してください。

● プリンター ソフトウェアの推定インク レベルで 1 つまたは両方のインク カートリッジのイン

ク残量が少ないことが示されたら、印刷できなくなる前に交換用のインク カートリッジを準備し
てください。 印刷品質が使用に耐えないレベルに達するまでインク カートリッジを交換する必
要はありません。 詳細については、65 ページのインク カートリッジの交換を参照してくださ

い。

● 何らかの理由でプリンターからインク カートリッジを取り外した場合、できるだけはやくカート
リッジを戻してください。 プリンターから外され、保護されない状態にあると、インク カート
リッジは乾燥し始めます。
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8 接続方式

このセクションでは、次のトピックについて説明します。

● 新しいプリンターの接続

● USB 接続
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新しいプリンターの接続
プリンターをコンピューターに接続していない場合、または同一モデルの別の新しいプリンターをコ
ンピューターに接続する場合、[新しいプリンタの接続] 機能を使用して接続をセットアップできます。

注記： プリンター ソフトウェア がすでにインストールされている場合は、この方法を使
用します。

1. オペレーティング システムに応じて、以下のいずれかを実行します。

● Windows 8： [スタート] 画面の何も表示されていない領域を右クリックし、アプリ バーの

[すべてのアプリ] をクリックします。

● Windows 7、Windows Vista、および Windows XP： コンピューターのデスクトップで、[ス
タート] をクリックし、[すべてのプログラム] を選択します。次に、[HP] をクリックしてか

ら、[HP Officejet 2620 series] をクリックします。

2. [プリンタのセットアップとソフトウェア] を選択します。

3. [新しいプリンタを接続する] を選択します。 画面の指示に従います。
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USB 接続

HP Officejet 2620 series には、コンピューターに接続するための後部 USB 2.0 High Speed ポートが

あります。

USB ケーブルを使用してプリンターを接続するには

1. コンピューターの CD-ROM ドライブにプリンター ソフトウェア CD を挿入します。

2. 画面の指示に従います。 指示に従って、[接続オプション] 画面の [USB] を選択してプリンター

をコンピューターに接続します。

注記： USB ケーブルは、ソフトウェアからの指示があるまでプリンターに接続しない
でください。

3. 画面の指示に従います。

プリンター ソフトウェアがインストールされている場合、プリンターはプラグ アンド プレイ デバイ
スとして動作します。 ソフトウェアがインストールされていない場合、プリンターに付属している
CD を挿入し、画面の指示に従います。
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9 問題の解決法

このセクションでは、次のトピックについて説明します。

● 紙詰まりの解消

● インク ホルダーのクリア

● 印刷品質の改善

● 印刷できない

● コピーとスキャンの問題の解決

● ファクスの問題を解決する

● HP サポート
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紙詰まりの解消
以下の方法で紙詰まりを解消してください。

給紙トレイから紙詰まりを取り除くには

1. 給紙トレイから詰まった用紙をゆっくり引き出します。

2. コントロール パネルの [OK] ボタンを押して、現在のジョブを続行します。

排紙トレイから紙詰まりを取り除くには

1. 排紙トレイから詰まった用紙をゆっくり引き出します。

2. コントロール パネルの [OK] ボタンを押して、現在のジョブを続行します。

カートリッジ アクセス エリアの紙詰まりを解消するには

1. 紙詰まりの場所によっては、カートリッジ アクセス ドアを開いてインク ホルダーを右にスライ
ドする必要があります。

2. コントロール パネルの [OK] ボタンを押して、現在のジョブを続行します。
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プリンター内部の紙詰まりを解消するには

1. プリンターの下部にあるアクセス ドアを開きます。 アクセス ドアの両端にあるつまみを押しま
す。

2. 詰まった用紙を取り除きます。

3. アクセス ドアを閉じます。 ラッチが両方とも固定されるまで、ドアをプリンターの方向にゆっ
くりと押して閉じます。

4. コントロール パネルの [OK] ボタンを押して、現在のジョブを続行します。

自動ドキュメント フィーダーから詰まった紙を取り除くには

1. 自動ドキュメント フィーダーのカバーを上げます。
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2. 自動ドキュメント フィーダーの正面にあるタブを持ち上げます。

3. 詰まっている用紙をローラーからゆっくり引き出します。

注意： ローラーから引き出している途中に用紙が破れてしまった場合、ローラーとホ
イールを点検して、プリンター本体の中に紙切れが残っていないか確認してください。
プリンターに紙切れが残っていると、紙詰まりが起こりやすくなります。

4. 自動ドキュメント フィーダー のカバーを閉じ、カチッとはまるまでしっかりと下に押します。

5. コントロール パネルの [OK] ボタンを押して、現在のジョブを続行します。

上記の方法で問題が解決しない場合は、ここをクリックしてオンライン トラブルシューティングを参
照してください。

紙詰まりが発生しないようにするには

● 給紙トレイに用紙を入れすぎないようにしてください。

● 排紙トレイから印刷された用紙を頻繁に取り除くようにしてください。

● 用紙を給紙トレイに平らに置き、端が折れたり破れたりしないようにセットしてください。

● 給紙トレイに種類やサイズの異なる用紙を一緒にセットしないでください。 給紙トレイにセッ
トした用紙は、すべて同じサイズと種類でなければなりません。

● 用紙がぴったり収まるように、給紙トレイの横方向用紙ガイドを調整してください。 横方向用紙
ガイドで給紙トレイの用紙を折らないようにしてください。

● 用紙を給紙トレイの奥に入れすぎないでください。

● プリンターの印刷中は用紙を追加しないでください。 プリンターが用紙切れの状態で動作しよ
うとしている場合、用紙切れメッセージが表示されるのを待ってから用紙を追加するようにして
ください。
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上記の方法で問題が解決しない場合は、ここをクリックしてオンライン トラブルシューティングを参
照してください。
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インク ホルダーのクリア
用紙など、インク ホルダーをふさいでいる障害物を取り除きます。

詳細については、76 ページの紙詰まりの解消を参照してください。

注記： 紙詰まりを取り除くために、工具やその他の道具を使用しないでください。 プリン
ター内部から紙詰まりの用紙を取り除くときには、常に注意してください。

詳細についてはここをクリックしてオンラインに接続します。
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印刷品質の改善

注記： インク カートリッジを乾燥から守るには、常に [オン] ボタンを使用してプリンタ
ーの電源を切り、[オン] ボタンのランプが消えるまで待ちます。

1. HP 製インク カートリッジと HP が推奨する用紙を使用していることを確認します。

2. プリンター ソフトウェアで、[メディア] ドロップダウン リストから適切な用紙の種類を選択し
ていること、[品質設定] 領域で適切な印刷品質を選択していることを確認します。

プリンター ソフトウェア の [印刷、スキャン、ファクス] をクリックしてから [基本設定] をクリ
ックすると、プリントのプロパティにアクセスできます。

3. 推定インク レベルを確認し、カートリッジのインクが不足していないか調べます。

詳しくは、62 ページの推定インク レベルの確認を参照してください。 インク カートリッジがイ

ンク不足の場合は、インク カートリッジを交換してください。

4. インク カートリッジの位置を調整します。

プリンター ソフトウェアからカートリッジを調整するには

a. 給紙トレイに、レターまたは A4 の未使用の白い普通紙をセットします。

b. オペレーティング システムに応じて、以下のいずれかを実行して プリンター ソフトウェア
を開きます。

● Windows 8： [スタート] で、画面上の何も表示されていない領域を右クリックし、App
バーの [すべての Apps] をクリックして、プリンター名のアイコンをクリックします。

● Windows 7、Windows Vista、Windows XP： コンピューターのデスクトップで、[スタ

ート] をクリックし、[すべてのプログラム] を選択します。次に、[HP]、[HP Officejet
2620 series]、[HP Officejet 2620 series] の順にクリックします。

c. プリンター ソフトウェア の [印刷、スキャン、ファクス] をクリックしてから [プリンタの
メンテナンス] をクリックすると、プリンタ ツールボックスにアクセスできます。

プリンタ ツールボックス が表示されます。

d. [プリンタ サービス] タブの [インク カートリッジの調整] をクリックします。

調整シートが印刷されます。
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e. カートリッジ調整シートを、印刷面を下にして、スキャナーのガラス面の右下隅に合わせて
セットします。

f. プリンター ディスプレイの指示に従ってカートリッジを調整します。 使用したカートリッ
ジ調整シートは再利用するか破棄してください。

プリンター ディスプレイからカートリッジを調整するには

a. プリンター ディスプレイの ホーム 画面で [上] ボタンと [下] ボタンを押し、[ツール] を選択
して [OK] を押します。

注記： ホーム 画面が表示されない場合は、[ホーム] ボタンを押してください。

b. プリンター ディスプレイの [ツール] メニューから、[プリンタの調整] を選択します。 画面
の指示に従います。

5. インク カートリッジのインクが少なくなっていない場合は、診断ページを印刷します。

プリンター ソフトウェアから診断ページを印刷するには

a. 給紙トレイに、レターまたは A4 の未使用の白い普通紙をセットします。

b. オペレーティング システムに応じて、以下のいずれかを実行して プリンター ソフトウェア
を開きます。

● Windows 8： [スタート] で、画面上の何も表示されていない領域を右クリックし、App
バーの [すべての Apps] をクリックして、プリンター名のアイコンをクリックします。

● Windows 7、Windows Vista、Windows XP： コンピューターのデスクトップで、[スタ

ート] をクリックし、[すべてのプログラム] を選択します。次に、[HP]、[HP Officejet
2620 series]、[HP Officejet 2620 series] の順にクリックします。

c. プリンター ソフトウェア の [印刷、スキャン、ファクス] をクリックしてから [プリンタの
メンテナンス] をクリックすると、プリンタ ツールボックスにアクセスできます。
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d. [デバイス レポート] タブの [診断情報の印刷] をクリックして、診断ページを印刷します。
診断ページで青、マゼンタ、黄色、および黒のカラーボックスを確認します。

プリンター ディスプレイから診断ページを印刷するには

a. プリンター ディスプレイの ホーム 画面で [上] ボタンと [下] ボタンを押し、[ツール] を選択
して [OK] を押します。

注記： ホーム 画面が表示されない場合は、[ホーム] ボタンを押してください。

b. プリンター ディスプレイの [ツール] メニューから、[印刷品質レポート] を選択します。 画
面の指示に従います。

6. 診断ページのカラーおよび黒のボックスに線が入っていたり、ボックス内に印刷されていない箇
所がある場合は、以下のいずれかを実行してインク カートリッジをクリーニングします。

プリンター ソフトウェアからカートリッジをクリーニングするには

a. 給紙トレイに、レターまたは A4 の未使用の白い普通紙をセットします。

b. オペレーティング システムに応じて、以下のいずれかを実行して プリンター ソフトウェア
を開きます。
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● Windows 8： [スタート] で、画面上の何も表示されていない領域を右クリックし、App
バーの [すべての Apps] をクリックして、プリンター名のアイコンをクリックします。

● Windows 7、Windows Vista、Windows XP： コンピューターのデスクトップで、[スタ

ート] をクリックし、[すべてのプログラム] を選択します。次に、[HP]、[HP Officejet
2620 series]、[HP Officejet 2620 series] の順にクリックします。

c. プリンター ソフトウェア の [印刷、スキャン、ファクス] をクリックしてから [プリンタの
メンテナンス] をクリックすると、[プリンタ ツールボックス] にアクセスできます。

d. [プリンタ サービス] タブの [インク カートリッジのクリーニング] をクリックします。 画
面の指示に従います。

プリンター ディスプレイからカートリッジをクリーニングするには

a. プリンター ディスプレイの ホーム 画面で [上] ボタンと [下] ボタンを押し、[ツール] を選択
して [OK] を押します。

注記： ホーム 画面が表示されない場合は、[ホーム] ボタンを押してください。

b. プリンター ディスプレイの [ツール] メニューから、[プリンタヘッドのクリーニング] を選
択します。 画面の指示に従います。

上記の方法で問題が解決しない場合は、ここをクリックしてオンライン トラブルシューティングを参
照してください。
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印刷できない
うまく印刷できない場合は、HP 印刷 & スキャン ドクターをダウンロードしてください。このツール

を使用すると、この問題を自動的に解決できます。 このユーティリティを取得するには、適切なリン
クをクリックします。

HP 印刷 & スキャン ドクターのダウンロード ページを表示する

注記： HP 印刷 & スキャン ドクターがお客様の言語で利用できない場合があります。

印刷の問題を解決するには

プリンターの電源がオンであり、給紙トレイに用紙があることを確認します。 それでも印刷できない
場合は、次の手順に従ってください。

1. プリンター ディスプレイのエラー メッセージを確認し、画面上の指示に従ってエラーを解決し
ます。

2. USB ケーブルをいったん外し、再度接続します。

3. プリンターが一時停止していないこと、またはオフラインでないことを確認します。

プリンターが一時停止していないこと、またはオフラインでないことを確認するには

a. オペレーティング システムに応じて、以下のいずれかを実行します。

● Windows 8： 画面の右上隅をポイントまたはタップして Charms バーを開いて、[設定]
アイコンをクリックします。次に、[コントロール パネル] をクリックまたはタップし、
[デバイスとプリンターの表示] をクリックまたはタップします。

● Windows 7： Windows の [スタート] メニューから、[デバイスとプリンター] をクリッ

クします。

● Windows Vista： Windows の[スタート] メニューから、[コントロール パネル]、 [プリ

ンタ] の順にクリックします。

● Windows XP： Windows の [スタート] メニューから、[コントロール パネル]、[プリン

タと FAX] の順にクリックします。

b. プリンターのアイコンをダブルクリックするか、プリンターのアイコンを右クリックして
[印刷内容の表示] を選択し、印刷キューを開きます。

c. [プリンタ] メニューで [一時停止] または [プリンタをオフラインで使用する] の横にチェッ
クマークがないことを確認します。

d. 何らかの変更を行なった場合は、もう一度印刷を実行します。

4. プリンターがデフォルト プリンターに設定されていることを確認します。

プリンタがデフォルト プリンタに設定されていることを確認するには

a. オペレーティング システムに応じて、以下のいずれかを実行します。
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● Windows 8： 画面の右上隅をポイントまたはタップして Charms バーを開いて、[設定]
アイコンをクリックします。次に、[コントロール パネル] をクリックまたはタップし、
[デバイスとプリンターの表示] をクリックまたはタップします。

● Windows 7： Windows の [スタート] メニューから、[デバイスとプリンター] をクリッ

クします。

● Windows Vista： Windows の[スタート] メニューから、[コントロール パネル]、 [プリ

ンタ] の順にクリックします。

● Windows XP： Windows の [スタート] メニューから、[コントロール パネル]、[プリン

タと FAX] の順にクリックします。

b. 正しいプリンターがデフォルト プリンターとして設定されていることを確認します。

デフォルト プリンターは横の黒または緑の丸内にチェックマークが付いています。

c. 間違ったプリンターがデフォルト プリンターとして設定されている場合は、正しいプリン
ターを右クリックし、[通常使うプリンタに設定] を選択します。

d. プリンターを再度使ってみます。

5. 印刷スプーラーを再起動してください。

印刷スプーラーを再起動するには

a. オペレーティング システムに応じて、以下のいずれかを実行します。

Windows 8

i. 画面の右上隅をポイントまたはタップして Charms バーを開いて、[設定] アイコンを

クリックします。

ii. [コントロール パネル] をクリックまたはタップして、[システムとセキュリティ] をク
リックまたはタップします。

iii. [管理ツール] をクリックまたはタップして、[サービス] をダブルクリックまたはダブル
タップします。

iv. [印刷スプーラ]を右クリックまたはタッチし続け、[プロパティ]をクリックします。

v. [スタートアップの種類]の横の[全般]タブで、[自動]が選択されていることを確認しま
す。

vi. サービスがまだ起動していなければ、[サービスの状態]の下で、[開始] をクリックまた
はタップして、[OK] をクリックまたはタップします。

Windows 7

i. Windows の[スタート] メニューから、[コントロール パネル]、[システムとセキュリテ

ィ]、[管理ツール] の順にクリックします。

ii. [サービス] をダブルクリックします。

iii. [印刷スプーラ] を右クリックし、[プロパティ] をクリックします。

86 第 9 章   問題の解決法 JAWW



iv. [スタートアップの種類]の横の[全般]タブで、[自動]が選択されていることを確認しま
す。

v. サービスがまだ起動していなければ、[サービスの状態] の下で、[開始] をクリックし、
[OK] をクリックします。

Windows Vista

i. Windows の [スタート] メニューから、[コントロール パネル]、[システムとメンテナン

ス]、[管理ツール] の順にクリックします。

ii. [サービス] をダブルクリックします。

iii. [印刷スプーラサービス] を右クリックし、[プロパティ] をクリックします。

iv. [スタートアップの種類]の横の[全般]タブで、[自動]が選択されていることを確認しま
す。

v. サービスがまだ起動していなければ、[サービスの状態] の下で、[開始] をクリックし、
[OK] をクリックします。

Windows XP

i. Windows の [スタート] メニューから、[マイ コンピュータ] を右クリックします。

ii. [管理] をクリックし、次に [サービスとアプリケーション] をクリックします。

iii. [サービス] をダブルクリックし、次に [印刷スプーラ] を選択します。

iv. [印刷スプーラ] を右クリックし、[再起動] をクリックしてサービスを再起動します。

b. 正しいプリンターがデフォルト プリンターとして設定されていることを確認します。

デフォルト プリンターは横の黒または緑の丸内にチェックマークが付いています。

c. 間違ったプリンターがデフォルト プリンターとして設定されている場合は、正しいプリン
ターを右クリックし、[通常使うプリンタに設定] を選択します。

d. プリンターを再度使ってみます。

6. コンピューターを再起動します。

7. 印刷キューをクリアします。

印刷キューをクリアするには

a. オペレーティング システムに応じて、以下のいずれかを実行します。

● Windows 8： 画面の右上隅をポイントまたはタップして Charms バーを開いて、[設定]
アイコンをクリックします。次に、[コントロール パネル] をクリックまたはタップし、
[デバイスとプリンターの表示] をクリックまたはタップします。

● Windows 7： Windows の [スタート] メニューから、[デバイスとプリンター] をクリッ

クします。
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● Windows Vista： Windows の[スタート] メニューから、[コントロール パネル]、 [プリ

ンタ] の順にクリックします。

● Windows XP： Windows の [スタート] メニューから、[コントロール パネル]、[プリン

タと FAX] の順にクリックします。

b. 印刷キューを開くためにプリンターのアイコンをダブルクリックします。

c. [プリンタ] メニューで、[すべてのドキュメントの取り消し] または [ドキュメントの削除] を
クリックし、[はい] をクリックして確定します。

d. それでもまだキューに文書が残っている場合は、コンピューターを再起動し、再起動後にも
う一度印刷を実行します。

e. 印刷キューを再度チェックしてクリアされていることを確認し、もう一度印刷を実行しま
す。

上記の方法で問題が解決しない場合は、ここをクリックしてオンライン トラブルシューティングを参
照してください。
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コピーとスキャンの問題の解決
HP では、一般的な「スキャンできない」問題の解決に役立つ HP 印刷 & スキャン ドクター (Windows
のみ) を用意しています。

注記： HP 印刷 & スキャン ドクターがお客様の言語で利用できない場合があります。

HP 印刷 & スキャン ドクターのダウンロード ページを表示する

スキャン問題を解決する方法について説明します。
詳細についてはここをクリックしてオンラインに接続します。

コピー問題を解決する方法について説明します。
詳細についてはここをクリックしてオンラインに接続します。
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ファクスの問題を解決する
ファクスに問題が発生したときには、ファクス テスト レポートを印刷してプリンターのステータス
を確認できます。 ファクスを使用するためにプリンターが正しく設定されていないと、テストに失敗
します。 ファクスを使用するためにプリンターを設定したら、このテストを実行してください。 詳
しくは、143 ページのファクス設定のテストを参照してください。

ファクスの問題を解決する方法について説明します。
詳細についてはここをクリックしてオンラインに接続します。

詳細については、HP オンライン サポートの Web サイトを参照してください ( www.hp.com/
support)。
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HP サポート
● プリンターの登録

● サポート プロセス

● HP の電話によるサポート

● 追加の保証オプション

プリンターの登録

登録に数分かけるだけで、迅速なサービス、効果的なサポート、製品サポートの通知を得ることがで
きます。 ソフトウェアのインストール中にプリンターを登録しなかった場合、
http://www.register.hp.com で登録できます。

サポート プロセス

問題がある場合は、以下の手順にしたがってください。

1. プリンター付属のマニュアルを確認します。

2. www.hp.com/support の HP オンライン サポート Web サイトにアクセスします。

HP オンライン サポートは、HP のお客様ならどなたでもご利用いただけます。 最新の製品情報

や専門的なヘルプをすばやく得ることができとともに、以下の特徴も含まれます。

● 認定オンライン サポート スペシャリストへの迅速なアクセス

● HP プリンターのソフトウェアおよびドライバーのアップデート

● 一般的な問題に対する貴重なトラブルシューティング情報

● プリンターを登録すると利用できる予防的なプリンターの更新、サポート警告、および HP
ニュース

3. HP サポートにお電話ください。

ご利用いただけるサポートオプションは、プリンター、国/地域、および言語によって異なりま

す。

HP の電話によるサポート

電話サポートのオプションとご利用いただける内容は、プリンター、国/地域、および言語によって異

なります。

このセクションでは、次のトピックについて説明します。

● 電話サポート期間

● 電話でのご連絡

● サポートの電話番号

● 電話無料サポート期間後
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電話サポート期間

北米、アジア太平洋、および南米 (メキシコを含む) で 1 年間の電話サポートが受けられます。 ヨー

ロッパ、中東、アフリカ各国での電話サポートの期間については、www.hp.com/support を参照して

ください。 規定の通話料金がかかります。

電話でのご連絡

コンピューターとプリンターの前から HP サポート宛にご連絡ください。 また、以下の情報を事前に

ご用意ください。

● 製品名 (HP Officejet 2620 のように、(プリンターに記載されています)

● 製品番号 (カートリッジ アクセス ドア内側に表示)

● シリアル番号 (プリンターの背面または底部に記載)

● 問題が起こった際に表示されたメッセージ

● 次の質問に対する答え

◦ この問題が以前にも起こったことがありますか？

◦ 問題をもう 1 度再現できますか？

◦ この問題が起こった頃に、新しいハードウェア、またはソフトウェアをコンピューターに追
加しましたか？

◦ この状況になる前に他に何か起こりましたか (雷、プリンターを移動したなど)?

サポートの電話番号

最新の HP サポート電話番号一覧およびご利用料金については、www.hp.com/support を参照してく

ださい。

電話無料サポート期間後

電話サポート期間終了後は、追加費用を支払うことで HP のサポートをご利用いただけます。 次の

HP オンライン サポート Web サイトもご利用ください。 www.hp.com/support. サポート オプション

の詳細については、HP 取扱店またはお住まいの国/地域のサポート電話番号にご連絡ください。

追加の保証オプション

追加料金で HP Officejet 2620 series のサービス プランを拡張できます。 www.hp.com/support にア

クセスし、国/地域および言語を選択し、サービスおよび保証の領域でサービス プラン拡張に関する

情報を参照してください。
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トレイの準備

排紙トレイを開く

▲ 印刷する場合は、排紙トレイを開きます。

カートリッジ アクセス ドアを閉じる

▲ 印刷する場合は、カートリッジ ドアを閉じます。

詳細についてはここをクリックしてオンラインに接続します。
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プリンターの障害

プリンターの障害を解決する。

▲ プリンターの電源を切ってからもう一度入れます。 問題を解決できなかった場合、HP に連絡し

てください。

 詳細は HP サポートへお問い合わせください。
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インク カートリッジの問題
まず、インク カートリッジを外して、再装着してみます。 問題が解決しない場合は、カートリッジ
の接点の汚れを拭き取ります。 それでも問題が解決しない場合は、インク カートリッジを交換して
みてください。 詳しくは、65 ページのインク カートリッジの交換を参照してください。

インク カートリッジの接点の汚れを拭き取る

注意： クリーニング手順は数分で終わります。 インク カートリッジをできるだけはやく
プリンターに再度取り付けてください。 インク カートリッジをプリンターから外して 30
分以上放置しないでください。 プリントヘッドまたはインク カートリッジが損傷する恐れ
があります。

1. 電源が入っていることを確認します。

2. カートリッジ アクセス ドアを開いて、インク ホルダーが中央に移動するまで待ちます。

3. コントロール パネル上で点滅するカートリッジ ランプで示されたインク カートリッジを取り外
します。

4. インク カートリッジの横を持って底面を上向きにし、インク カートリッジの電気接触部を探し
ます。

電気接触部は、インク カートリッジ上にある金色の小さい点です。

5. 接触部を乾いた綿棒や糸くずの出ない布で拭きます。

注意： 接触部のみを慎重に拭き、インクやその他の破片がインク カートリッジのほか
の場所につかないようにします。
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6. プリンター内部にあるカートリッジの接触部を探します。

プリンターの接触部は、複数の金色の突起で、インク カートリッジの接触部とぴったり合う位置
にあります。

7. 乾いた綿棒や糸くずの出ない布で接触部を拭きます。

8. インク カートリッジをもう一度取り付けます。

9. カートリッジ アクセス ドアを閉め、エラー メッセージが表示されなくなったかどうか確認しま
す。

10. まだエラー メッセージが表示される場合は、プリンターの電源をオフにして、もう一度オンにし
ます。

注記： 1 本のカートリッジだけが問題の原因となっている場合は、そのカートリッジを取
り外し、シングルカートリッジ モードを使用して HP Officejet 2620 series を 1 本のプリン
ト カートリッジだけで動作させることができます。

詳細についてはここをクリックしてオンラインに接続します。
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旧式のカートリッジ
このカートリッジの新しいバージョンを使用する必要があります。 ほとんどの場合、カートリッジの
パッケージの外側を見て保証期限を確認すれば、カートリッジが新しいバージョンであるかどうかを
識別することができます。

日付の右に ‘v1’ と複数スペースがある場合、カートリッジはアップデートされた新しいバージョ

ンです。 旧式のカートリッジの場合は、サポートまたは交換のため HP サポートへお問い合わせくだ

さい。

 詳細についてはここをクリックしてオンラインに接続します。
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A 技術情報

このセクションでは、HP Officejet 2620 series の技術仕様および国際的な規制について説明します。

詳細な仕様については、HP Officejet 2620 series 付属の文書を参照してください。

このセクションでは、次のトピックについて説明します。

● Hewlett-Packard 社の告知

● 仕様

● 環境保全のためのプロダクト スチュワード プログラム

● 規制に関する告知
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Hewlett-Packard 社の告知

ここに記載された情報は予告なく変更される場合があります。

すべての権利は保護されています。 著作権法で許されている場合を除き、Hewlett-Packard 社の書面

による事前の許可なく、この文書を複製、変更、あるいは翻訳することは禁じられています。 HP 製
品とサービスに対する保証は、当該製品とサービスに付属の保証規定に明示的に記載されているもの
に限られます。 ここに記載されたいかなる内容も、当該保証に新たに保証を追加するものではありま
せん。 この文書の技術的または編集上の誤りや遺漏に対して、HP は一切の責任を負いません。

© 2013 Hewlett-Packard Development Company, L.P.

Microsoft®、Windows®、Windows® XP、Windows Vista®、Windows® 7、および Windows® 8 は、

米国における Microsoft Corporation の登録商標です。
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仕様
ここでは、HP Officejet 2620 series の技術仕様を記載します。 製品仕様の詳細については、

www.hp.com/support の製品データシートを参照してください。

● システム要件

● 環境仕様

● 給紙トレイの容量

● 排紙トレイ容量

● 用紙のサイズ

● 用紙の重量

● 印刷の仕様

● コピーの仕様

● スキャンの仕様

● ファクスの仕様

● 印刷の解像度

● 電気の安全性

● カートリッジの印刷可能枚数

● 騒音に関する情報

システム要件

ソフトウェアおよびシステムの要件は、Readme ファイルに収録されています。

将来的なオペレーティング システムのリリースおよびサポートについての情報は、HP のオンライン

サポート Web www.hp.com/support を参照してください。

環境仕様

● 推奨される動作時の温度範囲： 15 ºC ～ 32 ºC (59 ºF ～ 90 ºF)

● 許容される動作時の温度範囲： 5 ºC ～ 40 ºC (41 ºF ～ 104 ºF)

● 湿度： 15% ～ 80% RH (結露しないこと)、 28 ºC (最大露点温度)

● 非動作時 (保管時) の温度範囲： –40 ºC ～ 60 ºC (–40 ºF ～ 140 ºF)

● 強い電磁気が発生している場所では、HP Officejet 2620 series の印刷結果に多少の歪みが出るお

それがあります。

● 強い電磁気を原因として混入するノイズを最小化するために、3 m 以下の USB ケーブルを使用

することをお勧めします。
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給紙トレイの容量

普通紙の枚数 (80 g/m²)： 最高 50 枚

封筒： 最高 5 枚

インデックス カード： 最高 20 枚

フォト用紙の枚数： 最高 20 枚

排紙トレイ容量

普通紙の枚数 (80 g/m²)： 最高 30 枚

封筒： 最高 5 枚

インデックス カード： 最高 10 枚

フォト用紙の枚数： 最高 10 枚

用紙のサイズ

すべての対応用紙サイズについては、プリンター ソフトウェアで確認してください。

用紙の重量

普通紙： 64 ～ 90 g/m² (16 ～ 24 lb)

封筒： 75 ～ 90 g/m² (20 ～ 24 lb)

カード： 最大 200 g/m² (インデックスの場合、最大 110-lb)

フォト用紙： 最大 280 g/m²

印刷の仕様

● 印刷速度はドキュメントの複雑さによって異なります

● 方式： オンデマンド型サーマル インクジェット

● 言語： PCL3 GUI

コピーの仕様

● デジタル イメージ処理

● コピー速度はドキュメントの複雑さ、およびモデルによって異なる

スキャンの仕様

● 解像度： 最高 1200 × 1200 dpi

102 付録 A   技術情報 JAWW



dpi 解像度についての詳細は、スキャナー ソフトウェアを参照してください。

● カラー： 24 ビット カラー、8 ビット グレースケール (256 階調の灰色)

● ガラスからの最大スキャン サイズ： 21.6 x 29.7 cm

ファクスの仕様

● ファクス送受信はモノクロまたはカラー。

● 最大 99 の短縮ダイヤルの設定。

● 最大 99 ページ メモリ (標準解像度で ITU-T Test Image #1 に基づく場合)。 より複雑なページ

あるいは高解像度のファクスの場合は受信に時間がかかり、消費メモリも多くなります。

● 手動ファクス送受信。

● 最大 5 回のビジー自動リダイヤル (モデルによって異なります)

● 自動無応答リダイヤル 1 回または 2 回 (モデルによって異なります)。

● 確認レポートおよびアクティビティ レポート

● CCITT/ITU Group 3 ファクス (エラー訂正モード対応)

● 伝送速度 33.6 Kbps。

● 33.6 Kbps の場合の伝送速度は 4 秒/枚 (ITU-T Test Image #1 を標準解像度で受信した場合)。
より複雑なページあるいは高解像度のファクスの場合は受信に時間がかかり、消費メモリも多く
なります。

● 呼び出しの自動検出とそれに伴うファクス/留守番電話の自動切り替え

 高画質 (dpi) 標準 (dpi)

黒 208×196 208×98

カラー 208×200 208×200

印刷の解像度

ドラフト モード

● カラー入力/モノクロ レンダリング： 300x300dpi

● 出力 (モノクロ/カラー)： 自動

標準モード

● カラー入力/モノクロ レンダリング： 600x300dpi

● 出力 (モノクロ/カラー)： 自動
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普通紙-高画質モード

● カラー入力/モノクロ レンダリング： 600x600dpi

● 出力 (モノクロ/カラー)： 自動

写真-高画質モード

● カラー入力/モノクロ レンダリング： 600x600dpi

● 出力 (モノクロ/カラー)： 自動

最大 dpi モード

● カラー入力/モノクロ レンダリング： 1200x1200dpi

● 出力： 自動 (モノクロ)、4800x1200 に最適化された dpi (カラー)

電気の安全性

注記： HP 提供の電源コードと電源アダプター以外は使用しないでください。

カートリッジの印刷可能枚数

カートリッジの印刷可能枚数の詳細については、www.hp.com/go/learnaboutsupplies をご覧くださ

い。

騒音に関する情報

インターネットにアクセス可能な場合は、騒音に関する情報を次の HP Web サイトから入手すること

ができます。 次のサイト： www.hp.com/support
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環境保全のためのプロダクト スチュワード プログラム
Hewlett-Packard では、優れた製品を環境に対して適切な方法で提供することに積極的に取り組んで

います。 この製品では、再利用を考慮した設計を取り入れています。 高度な機能と信頼性を確保す
る一方、素材の種類は最小限にとどめられています。 素材が異なる部分は、簡単に分解できるように
作られています。 金具などの接合部品は、作業性を考慮した分かりやすい場所にあるので、一般的な
工具を使って簡単に取り外すことができます。 重要な部品も手の届きやすい場所にあり、取り外しや
修理が簡単に行えます。

詳細については、以下の「HP の環境への取り組み」に関する Web サイトをご覧ください。

www.hp.com/hpinfo/globalcitizenship/environment/index.html

● エコ ヒント

● 用紙の使用

● プラスチック

● 化学物質安全性データシート

● リサイクルプログラム

● HP インクジェット サプライ品リサイクル プログラム

● 電力消費

● スリープ モード

● お客様による廃棄機器の処理

● 化学物質

● 毒性危険有害物質表 (中国)

● 有害物質規制 (ウクライナ)

● 有害物質規制 (インド)

● オランダにおけるバッテリの廃棄

● 台湾におけるバッテリの廃棄

● カリフォルニア州過塩素酸塩使用電池に関する通知

エコ ヒント

HP は、お客様の環境に対する負荷の削減に取り組んでいます。 HP の環境への取り組みの詳細につ

いては、HP の Web サイト「日本 HP 環境保護」をご覧ください。

www.hp.com/hpinfo/globalcitizenship/environment/

用紙の使用

本製品は DIN 19309 と EN 12281:2002 に従ったリサイクル用紙の使用に適しています。
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プラスチック

25 グラム以上のプラスチックのパーツには、国際規格に基づく材料識別マークが付いているため、プ

リンターを処分する際にプラスチックを正しく識別することができます。

化学物質安全性データシート

化学物質安全性データ シート (MSDS) は、次の HP Web サイトから入手することができます。

www.hp.com/go/msds

リサイクルプログラム

HP は世界中の国/地域で、大規模なエレクトロニクス リサイクルセンターと提携して、さまざまな製

品回収およびリサイクル プログラムを次々に実施しております。 また、弊社の代表的製品の一部を
再販することで、資源を節約しています。 HP 製品のリサイクルについての詳細は、下記サイトをご

参照ください。

www.hp.com/hpinfo/globalcitizenship/environment/recycle/

HP インクジェット サプライ品リサイクル プログラム

HP では、環境の保護に積極的に取り組んでいます。 HP のインクジェット消耗品リサイクル プログ

ラムは多くの国/地域で利用可能であり、これを使用すると使用済みのプリント カートリッジおよび

インク カートリッジを無料でリサイクルすることができます。 詳細については、次の Web サイトを

参照してください。

www.hp.com/hpinfo/globalcitizenship/environment/recycle/

電力消費

ENERGY STAR® ロゴがマーキングされた Hewlett-Packard 印刷/イメージング機器は、U.S.
Environmental Protection Agency (米国環境保護庁) のイメージング機器のエネルギー スター仕様に

従って認定されています。 ENERGY STAR 認定のイメージング製品には、以下のマークが付いてい

ます。

追加のエネルギー スター認定イメージング製品モデルに関する情報については、以下をご覧くださ
い。 www.hp.com/go/energystar

スリープ モード

スリープ モードのあいだ、電力利用が減少します。

プリンターの初期セットアップ後、非動作状態が 5 分続いた後にプリンターがスリープ モードに入り

ます。
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スリープ モードに移行するまでの時間を変更するには

1. プリンター ディスプレイの ホーム 画面で [上] ボタンと [下] ボタンを押し、[基本設定] を選択し
て [OK] を押します。

2. [スリープ] を選択し、使用するオプションを選択します。

お客様による廃棄機器の処理

この記号は、お客様の製品を他の家庭ごみと一緒に廃棄してはならないこと
を示すものです。 家庭ごみと一緒に廃棄せずに、お客様の責任で電気・電子
廃棄物のリサイクル用に指定された収集場所に持ち込むことで、人の健康を
保護し、生活環境を保全するようにしてください。 詳細については、一般廃
棄物収集運搬業者にご連絡いただくか、http://www.hp.com/recycle をご覧く
ださい。

化学物質

HP では、REACH (Regulation EC No 1907/2006 of the European Parliament and the Council) などの

法的要件に準拠するため、弊社製品に含まれる化学物質に関する情報を、必要に応じてお客様に提供
することに努めています。 この製品の化学物質に関するレポートは、次の Web サイトに掲載されて

います。 www.hp.com/go/reach。

毒性危険有害物質表 (中国)

有害物質規制 (ウクライナ)
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有害物質規制 (インド)

オランダにおけるバッテリの廃棄

台湾におけるバッテリの廃棄

カリフォルニア州過塩素酸塩使用電池に関する通知
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規制に関する告知
HP Officejet 2620 series は、お住まいの国/地域の規制当局からの製品要件に適合しています。

このセクションでは、次のトピックについて説明します。

● 規制モデルの ID 番号

● FCC 準拠声明

● 韓国のユーザーに対する告知

● 日本のユーザーに対する VCCI (クラス B) 基準に関する告知

● 日本のユーザーに対する告知 (電源コードについて)

● ドイツの騒音放出に関する告知

● EU の規制に関する告知

● ドイツのユーザーに対する視覚的表示画面に関する告知

● 適合宣言

● 米国電話網ユーザーへの告知： FCC の要件

● カナダ電話網ユーザーへの告知

● EC 地域のユーザーに対する告知

● ドイツ電話網ユーザーへの告知

● オーストラリアでの有線ファクスの接続について

規制モデルの ID 番号

規制識別の目的で、製品には規制モデル番号が割り当てられています。 本製品の規制モデル番号は、
SNPRH-1203 です。 この規制番号を、製品名 (HP Officejet 2620 All-in-One など) や製品番号

(D4H21A, D4H21B など) と混同しないようにご注意ください。
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FCC 準拠声明

韓国のユーザーに対する告知

日本のユーザーに対する VCCI (クラス B) 基準に関する告知

日本のユーザーに対する告知 (電源コードについて)
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ドイツの騒音放出に関する告知

EU の規制に関する告知

CE マークが付いた製品は、以下の EU 指令に適合します：

● Low Voltage Directive 2006/95/EC

● EMC Directive 2004/108/EC

● Ecodesign Directive 2009/125/EC (該当する場合)

本製品の CE コンプライアンスは、HP が提供する適切な CE マークの付いた AC アダプターを使用し

て電源を供給する場合にのみ有効です。

本製品に有線またはワイヤレス通信機能がある場合は、以下の EU 指令の基本要件にも適合します：

● R&TTE Directive 1999/5/EC

これらの指令に準拠することで、HP が本製品または製品ファミリに対して発行しており、製品ドキ

ュメント内または以下の Ｗ eb サイトで入手可能な (英語のみ) EU Declaration of Conformity のリス

トに記載された適用可能な統一ヨーロッパ規格 (European Norms) にも適合しています：

www.hp.com/go/certificates (検索フィールドに製品番号を入力してください)。

コンプライアンスは、製品に付けられた以下の適合マークのいずれかによって示されます：

非通信製品の場合および EU 統一通信製品の場合 (10mW 未満の電源
クラス内の Bluetooth® など)

EU 非統一通信製品の場合 (該当する場合、4 桁の通知機関番号が CE の
横に表示されます)。

製品に付属の規制ラベルを参照してください。

本製品の通信機能は、以下の EU および EFTA 加盟国で使用することができます： オーストリア、ベ

ルギー、ブルガリア、キプロス、チェコ共和国、デンマーク、エストニア、フィンランド、フラン
ス、ドイツ、ギリシャ、ハンガリー、アイスランド、アイルランド、イタリア、ラトビア、リヒテン
シュタイン、リトアニア、ルクセンブルグ、マルタ、オランダ、ノルウェー、ポーランド、ポルトガ
ル、ルーマニア、スロバキア共和国、スロヴェニア、スペイン、スウェーデン、スイス、英国。
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電話コネクター (一部の製品でのみ使用可能) は、アナログ電話回線への接続用です。

製品をワイヤレス LAN デバイスと使用する場合

● 国によっては、屋内使用限定、使用可能なチャネル数の制限など、ワイヤレス LAN ネットワー

クの運用に関する特定の義務または特別の要件が定められています。 ワイヤレス ネットワーク
の国設定が正しいことを確認してください。

フランス

● 本製品の 2.4 GHz ワイヤレス LAN 操作には、特定の制限が適用されます: 屋内では、本機は、

2400 ～ 2483.5 MHz の周波数帯全域 (チャネル 1 ～ 13) で使用できます。 屋外での使用につい

ては、2400 ～ 2454 MHz の周波数帯 (チャネル 1 ～ 7) だけが使用できます。 最新の要件につい

ては、www.arcep.fr を参照してください。

規制関連の連絡先：

Hewlett-Packard GmbH, Dept./MS: HQ-TRE, Herrenberger Strasse 140, 71034 Boeblingen,
GERMANY

ドイツのユーザーに対する視覚的表示画面に関する告知
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適合宣言
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米国電話網ユーザーへの告知： FCC の要件
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カナダ電話網ユーザーへの告知

EC 地域のユーザーに対する告知
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ドイツ電話網ユーザーへの告知

オーストラリアでの有線ファクスの接続について
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B 追加のファクス セットアップ

このセクションでは、ファクス機能が同じ電話回線上の機器やサービスと正常に動作するように、プ
リンターを設定する方法を説明します。

ヒント： ファクス設定ウィザード (Windows) または HP セットアップ アシスタント (Mac
OS X) を使用して、応答モードやファクスのヘッダー情報などの重要なファクス設定を簡単
に設定することもできます。 これらのツールにはプリンターにインストールしている HP
ソフトウェアを通してアクセスできます。 これらのツールを実行したら、このセクションで
説明する手順に従ってファクスのセットアップを行います。

このセクションでは、次のトピックについて説明します。

● ファクス機能のセットアップ (パラレル方式の電話システム)

● シリアル方式のファクスのセットアップ

● ファクス設定のテスト
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ファクス機能のセットアップ (パラレル方式の電話システム)
ファクスを使用できるように本プリンターのセットアップを開始する前に、お住まいの国/地域で採用

されている電話の種類を確認してください。 採用されている電話システムの方式がシリアル方式か
パラレル方式かによって、ファクスのセットアップ手順が異なります。

表 B-1  [パラレル タイプの電話の国または地域]

アルゼンチン オーストラリア ブラジル

カナダ チリ 中国

コロンビア ギリシア インド

インドネシア アイルランド 日本

韓国 南米 マレーシア

メキシコ フィリッピン ポーランド

ポルトガル ロシア サウジアラビア

シンガポール スペイン 台湾

タイ アメリカ ベネズエラ

ベトナム   

● 記載されている国/地域に、お住まいの国/地域がない場合は、シリアル方式の電話システムであ

る可能性があります。 シリアル方式の電話システムを使用する国/地域の場合は、共有する電話

機器 (モデム、電話、留守番電話等) のコネクタが異なるため、本プリンターの “2-EXT” ポー

トに物理接続することができません。 電話機器はすべて壁の電話ジャックに接続してください。

注記： シリアル方式の電話システムを使用する一部の国/地域では、壁側のプラグを追
加して、そこにプリンターに付属している電話コードを接続しなければならない場合が
あります。 このようにすると、プリンターを差し込んでいる壁側のモジュラージャック
に別の通信機器を接続できます。

国/地域に対して提供されたアダプター用の付属の電話コードを接続する必要がある場
合もあります。

● お住まいの国または地域が記載されている場合は、パラレル タイプの電話方式をご使用のはずで
す。 パラレル方式の電話システムの場合、共有する電話機器を本プリンター背面の “2-EXT”
ポートを使用して電話回線に接続できます。

注記： パラレル方式の電話システムの場合は、プリンターに付属している 2 線式電話
コードを使用して、壁側のモジュラージャックにプリンターを接続することをお勧めし
ます。

シリアル方式またはパラレル方式のどちらの電話方式かわからない場合は、最寄りの電話会社にお問
い合わせください。

このセクションでは、次のトピックについて説明します。

● 自宅またはオフィス用にファクスのセットアップを選択する

● ケース A： 単独のファクス回線 (電話の着信なし)

● ケース B： DSL 環境でのプリンターのセットアップ
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● ケース C： PBX 電話システムまたは ISDN 回線の環境でのプリンターのセットアップ

● ケース D: 同じ回線でファクスと着信識別サービスを一緒に利用

● ケース E: 電話とファクスを一緒に利用する

● ケース F: 電話とファクスとボイスメール サービスを一緒に利用する

● ケース G: 同じ回線でファクスとコンピューター モデムを一緒に利用する (電話の着信なし)

● ケース H: ケース H：電話とファクスとコンピューター モデムを一緒に利用する

● ケース I: 電話とファクスと留守番電話を一緒に利用する

● ケース J： 電話とファクスとコンピューター モデムと留守番電話を一緒に利用する

● ケース K: 電話とファクスとコンピューター ダイヤルアップ モデムとボイス メールを一緒に利

用する

自宅またはオフィス用にファクスのセットアップを選択する

正常にファクスの送受信を行うには、本プリンターと同じ電話回線を共有している機器とサービスの
種類を認識する必要があります。 既存のオフィス機器を直接本プリンターに接続する必要性が生じ
たり、ファクスを正常に送受信できるようにするためにファクス設定を変更する必要が生じる可能性
があるためです。

1. 電話がシリアル方式かパラレル方式かを判断します。 118 ページのファクス機能のセットアッ

プ (パラレル方式の電話システム) を参照してください。

a. シリアル方式の電話システムの場合 — 142 ページのシリアル方式のファクスのセットアッ

プを参照してください。

b. パラレル方式の電話システムの場合 - 手順 2 に進みます。

2. ファクスと一緒に利用する機器やサービスの組み合わせを選択します。

● DSL： 電話会社を通じてデジタル加入者線 (DSL) を利用 (DSL は、国/地域によっては ADSL
と呼ばれています)。

● PBX： 構内交換機 (PBX) システムまたは統合サービス デジタル通信網 (ISDN) システム。

● 着信識別サービス： 電話会社の着信識別サービスでは、複数の電話番号が与えられ、その
電話番号ごとに呼び出し音のパターンを変えられます。

● 電話： 電話をプリンターのファクスに使用するのと同じ電話番号で受信します。

● コンピューター ダイヤルアップ モデム： プリンターと同じ電話回線でコンピューター ダイ
ヤルアップ モデムを使用しています。 次のいずれかに当てはまる場合は、コンピューター
ダイヤルアップ モデムを利用しています。

◦ ダイヤルアップ接続でコンピューターのソフトウェア アプリケーションから直接ファ
クスを送受信している。

◦ ダイアルアップ接続でコンピューターから電子メールのメッセージを送受信してい
る。

◦ ダイアルアップ接続でコンピューターからインターネットを利用している。
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● 留守番電話： プリンターのファクスに使用するのと同じ電話番号で電話に応答する留守番
電話。

● ボイス メール サービス： プリンターのファクスと同じ番号での電話会社からのボイス メー
ル サービスへの加入。

3. 表から、自宅やオフィスの設定に当てはまる機器とサービスの組み合わせを選択してください。
次に、推奨するファクス セットアップを調べます。 各方法については、この後手順を追って説
明します。

注記： 自宅またはオフィスのセットアップがこのセクションで説明されていない場合、プ
リンターを通常のアナログ電話のようにセットアップします。 付属の電話コードの一方の
端を壁側のモジュラージャックに、もう一方の端を 本プリンターの背面に 1-LINE と書かれ
ているポートに接続します。 他の電話コードを使用している場合は、ファクスの送受信に問
題が発生することがあります。

国/地域に対して提供されたアダプター用の付属の電話コードを接続する必要がある場合も
あります。

ファクスと一緒に利用する機器やサービス 推奨するファクス セッ
トアップ

DSL PBX 着信識別
サービス

電話 コンピュー
ター ダイヤ
ルアップ モ
デム

留守番電話 ボイス メ
ール サー
ビス

       121 ページのケース A：
単独のファクス回線 (電
話の着信なし)

      122 ページのケース B：
DSL 環境でのプリンタ
ーのセットアップ

      123 ページのケース C：
PBX 電話システムまた
は ISDN 回線の環境での
プリンターのセットアッ
プ

      124 ページのケース D:
同じ回線でファクスと着
信識別サービスを一緒に
利用

      125 ページのケース E:
電話とファクスを一緒に
利用する

     126 ページのケース F:
電話とファクスとボイス
メール サービスを一緒
に利用する

      127 ページのケース G:
同じ回線でファクスとコ
ンピューター モデムを
一緒に利用する (電話の
着信なし)
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ファクスと一緒に利用する機器やサービス 推奨するファクス セッ
トアップ

DSL PBX 着信識別
サービス

電話 コンピュー
ター ダイヤ
ルアップ モ
デム

留守番電話 ボイス メ
ール サー
ビス

     130 ページのケース H:
ケース H：電話とファク
スとコンピューター モ
デムを一緒に利用する

     134 ページのケース I:
電話とファクスと留守番
電話を一緒に利用する

    136 ページのケース J：
電話とファクスとコンピ
ューター モデムと留守
番電話を一緒に利用する

    140 ページのケース K:
電話とファクスとコンピ
ューター ダイヤルアッ
プ モデムとボイス メー
ルを一緒に利用する

ケース A： 単独のファクス回線 (電話の着信なし)
電話を受け付けない単独の電話回線を利用し、この電話回線に機器を何も接続しない場合は、次のよ
うにプリンターを設定します。

図 B-1  プリンターの背面図

1 壁側のモジュラージャック

2 プリンター付属の電話コードを使用して 1-LINE ポートに接続します。

国/地域に対して提供されたアダプター用の付属の電話コードを接続する必要があ
る場合もあります。
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単独のファクス回線の環境にプリンターをセットアップするには

1. プリンターに付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラージャックに、もう一方の端をプリ
ンターの背面に 1-LINE と書かれているポートに接続します。

注記： 国/地域に対して提供されたアダプター用の付属の電話コードを接続する必要が
ある場合もあります。

付属のコードで壁側のモジュラージャックとプリンターを接続しないと、ファクスの送
受信が正常に行われないことがあります。 この専用電話コードは、自宅やオフィスで使
用している電話コードとは異なります。

2. [自動応答] の設定をオンにします。

3. (オプション)[応答呼出し回数] 設定を最小設定 (呼び出し 2 回) に変更します。

4. ファクス テストを実行します。

電話が鳴ると、プリンターは [応答呼出し回数]設定で設定した呼び出し回数の後、自動的に着信に応
答します。 プリンターは、送信側のファクス機へのファクス受信トーンの発信を開始して、ファクス
を受信します。

ケース B： DSL 環境でのプリンターのセットアップ

電話会社の DSL サービスに加入していて、本プリンターに対して他に接続している機器がない場合、

このセクションでの説明に従って、壁側のモジュラージャックと本プリンターの間に DSL フィルタ

ーを接続してください。 DSL フィルターはプリンターに干渉する可能性のあるデジタル信号を除去

することで、プリンターが電話回線と正常に通信できるようにします (DSL は、国/地域によっては

ADSL と呼ばれています)。

注記： DSL を利用していて DSL フィルターを取り付けていないと、プリンターでファク
スを送受信できなくなります。

図 B-2  プリンターの背面図

1 壁側のモジュラージャック

2 DSL プロバイダから支給された DSL (または ADSL) フィルターおよびコード

3 プリンター付属の電話コードを使用して 1-LINE ポートに接続します。

国/地域に対して提供されたアダプター用の付属の電話コードを接続する必要があ
る場合もあります。
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DSL の環境でプリンターをセットアップするには

1. DSL フィルターは、DSL プロバイダから入手してください。

2. プリンター付属の電話コードの一方の端を DSL フィルターの開いているポートに接続し、もう

一方の端をプリンター背面の 1-LINE というラベルの付いたポートに接続します。

注記： 国/地域に対して提供されたアダプター用の付属の電話コードを接続する必要が
ある場合もあります。

付属のコードで DSL フィルターとプリンターを接続しないと、正常にファクスできな
いことがあります。 この専用電話コードは、自宅やオフィスで使用している電話コード
とは異なります。

付属の電話コードは 1 本なので、このセットアップでは追加の電話コードが必要になる
場合があります。

3. DSL フィルターの追加の電話コードを壁側のモジュラージャックに接続します。

4. ファクス テストを実行します。

プリンターとオプション機器のセットアップで問題が生じた場合は、お近くのサービス プロバイダ、
またはメーカーにお問い合わせください。

ケース C： PBX 電話システムまたは ISDN 回線の環境でのプリンターのセット
アップ

PBX または ISDN コンバータ/ターミナル アダプターを使用している場合、次の指示に従ってくださ

い。

● PBX または ISDN コンバータ/ターミナル アダプターを使用している場合は、ファクスおよび電

話用のポートにプリンターを接続してください。 また、ターミナル アダプターがお住まいの国/
地域に対応したスイッチ タイプに設定されていることも確認してください。

注記： ISDN システムの中には、ユーザーが特定の電話機器に応じてポートを設定で
きるようになっているものがあります。 たとえば、電話と G3 規格のファクスに 1 つの
ポートを割り当て、多目的用に別のポートを割り当てることができます。 ISDN コンバ
ータのファクス/電話ポートに接続すると問題が発生する場合は、多用途向けのポートを
使用してみてください。 ポートには、"multi-combi" などのようなラベルが付けられてい
ます。

● PBX システムを使用している場合は、電話の呼び出し音をオフにします。

注記： デジタル PBX システムの多くは、デフォルトで電話の呼び出し音が "オン" に
設定されています。 電話の呼び出し音はファクスの転送を妨害するため、プリンターで
のファクスの送受信ができなくなります。 電話の呼び出し音をオフにする方法につい
ては、PBX システム付属のマニュアルを参照してください。

● PBX システムを使用している場合は、ファクス番号をダイヤルする前に外線番号をダイヤルし

ます。

● 付属のコードで本プリンターと壁側のモジュラージャックを接続していることを確認します。
接続していない場合、ファクスを正しく行うことはできません。 この専用電話コードは、自宅や
オフィスで使用している電話コードとは異なります。 付属の電話コードの長さが足りない場合
は、最寄りの電気店でカプラーを購入し、電話コードを延長してください。
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国/地域に対して提供されたアダプター用の付属の電話コードを接続する必要がある場合もあり

ます。

プリンターとオプション機器のセットアップで問題が生じた場合は、お近くのサービス プロバイダ、
またはメーカーにお問い合わせください。

ケース D: 同じ回線でファクスと着信識別サービスを一緒に利用

1 本の電話回線に複数の電話番号があり、その電話番号ごとに呼び出し音のパターンを変える、電話

会社の着信識別サービスを利用している場合、次のようにプリンターを設定します。

図 B-3  プリンターの背面図

1 壁側のモジュラージャック

2 プリンター付属の電話コードを使用して 1-LINE ポートに接続します。

国/地域に対して提供されたアダプター用の付属の電話コードを接続する必要があ
る場合もあります。

着信識別サービスの環境でプリンターをセットアップするには

1. プリンターに付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラージャックに、もう一方の端をプリ
ンターの背面に 1-LINE と書かれているポートに接続します。

注記： 国/地域に対して提供されたアダプター用の付属の電話コードを接続する必要が
ある場合もあります。

付属のコードで壁側のモジュラージャックとプリンターを接続しないと、ファクスの送
受信が正常に行われないことがあります。 この専用電話コードは、自宅やオフィスで使
用している電話コードとは異なります。

2. [自動応答] の設定をオンにします。

3. [応答呼出し音のパターン] 設定を変更して、電話会社がお使いのファクス番号に指定した呼び出
し音のパターンに合わせます。

注記： デフォルトでは、プリンターは呼び出し音のすべてのパターンに応答します。
お使いのファクス番号に割り当てられている呼び出しパターンに一致するように [応答
呼出し音のパターン] を設定しないと、プリンターは、電話と着信ファクスの両方に応
答するか、そのどちらにも応答しない場合があります。
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ヒント： プリンターのコントロール パネルにある呼出し音のパターン検出機能を使用
して、着信識別を設定することもできます。 この機能により、プリンターは着信に基づ
いてこの着信の呼び出し音のパターンを認識および記録し、電話会社によってファクス
受信に割り当てられた着信識別音のパターンを自動的に特定します。 詳しくは、
51 ページのダイヤル方式を設定するを参照してください。

4. (オプション)[応答呼出し回数] 設定を最小設定 (呼び出し 2 回) に変更します。

5. ファクス テストを実行します。

プリンターは、指定した呼び出し回数 ([応答呼出し音のパターン] 設定) の後、指定した呼び出しパタ

ーン ([応答呼出し回数] 設定) が割り当てられた着信に自動的に応答します。 プリンターは、送信側の

ファクス機へのファクス受信トーンの発信を開始して、ファクスを受信します。

プリンターとオプション機器のセットアップで問題が生じた場合は、お近くのサービス プロバイダ、
またはメーカーにお問い合わせください。

ケース E: 電話とファクスを一緒に利用する

同じ電話番号で電話とファクスを一緒に受け、この電話回線にオフィス機器 (またはボイスメールサ

ービス) を何も接続しない場合は、次のようにプリンターを設定します。

図 B-4  プリンターの背面図

1 壁側のモジュラージャック

2 プリンター付属の電話コードを使用して 1-LINE ポートに接続します。

国/地域に対して提供されたアダプター用の付属の電話コードを接続する必要があ
る場合もあります。

3 電話機 (オプション)
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電話とファクスの共有回線環境にプリンターをセットアップするには

1. プリンターに付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラージャックに、もう一方の端をプリ
ンターの背面に 1-LINE と書かれているポートに接続します。

注記： 国/地域に対して提供されたアダプター用の付属の電話コードを接続する必要が
ある場合もあります。

付属のコードで壁側のモジュラージャックとプリンターを接続しないと、ファクスの送
受信が正常に行われないことがあります。 この専用電話コードは、自宅やオフィスで使
用している電話コードとは異なります。

2. 次のいずれかを実行してください。

● パラレル方式の電話システムを使用している場合、プリンターの背面の 2-EXT と書かれて

いるポートから白いプラグを抜き取り、このポートに電話を接続します。

● シリアル方式の電話の場合は、壁のプラグが接続されたプリンターのケーブルの一番先に電
話を直接接続します。

3. ここで、プリンターでのファクス呼び出し音の応答方法を、自動または手動に決めます。

● 着信に自動的に応答するようにプリンターをセットアップすると、すべての着信に応答しフ
ァクスを受信します。 この場合、プリンターはファクスと電話を区別できません。 したが
って呼び出しが電話であると思ったら、プリンターが応答する前に電話に出る必要がありま
す。 着信に自動的に応答するようにプリンターをセットアップするには、[自動応答]設定を
オンにします。

● ファクスに手動で応答するようにプリンターをセットアップする場合、ユーザーが手動で受
信操作を行う必要があります。そうしないと、プリンターはファクスを受信できません。
着信に手動で応答するようにプリンターをセットアップするには、[自動応答] 設定をオフに
します。

4. ファクス テストを実行します。

プリンターが着信に応答する前に受話器を取って、送信側ファクス機からのファクス トーンが聞こえ
た場合は、手動でファクスに応答する必要があります。

プリンターとオプション機器のセットアップで問題が生じた場合は、お近くのサービス プロバイダ、
またはメーカーにお問い合わせください。

ケース F: 電話とファクスとボイスメール サービスを一緒に利用する

同じ電話番号で電話とファクスを一緒に受け、電話会社からボイス メール サービスも利用する場合
は、次のようにプリンターを接続します。

注記： ファクスと同じ電話番号でボイス メール サービスを利用している場合、ファクス
を自動受信することはできません。 すべてのファクスを手動で受信する必要があります。
受信ファクスの着信に応答するためにその場にいる必要があります。 ファクスを自動的に
受信したい場合は、電話会社に着信識別の利用を申し込むか、ファクス用に別の電話回線を
引く必要があります。
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図 B-5  プリンターの背面図

1 壁側のモジュラージャック

2 プリンター付属の電話コードを使用して 1-LINE ポートに接続します。

国/地域に対して提供されたアダプター用の付属の電話コードを接続する必要があ
る場合もあります。

ボイス メール サービスの環境でプリンターをセットアップするには

1. プリンターに付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラージャックに、もう一方の端をプリ
ンターの背面に 1-LINE と書かれているポートに接続します。

国/地域に対して提供されたアダプター用の付属の電話コードを接続する必要がある場合もあり

ます。

注記： 国/地域に対して提供されたアダプター用の付属の電話コードを接続する必要が
ある場合もあります。

付属のコードで壁側のモジュラージャックとプリンターを接続しないと、ファクスの送
受信が正常に行われないことがあります。 この専用電話コードは、自宅やオフィスで使
用している電話コードとは異なります。

2. [自動応答] 設定をオフにします。

3. ファクス テストを実行します。

ファクス着信に直接応答してください。そうしないとプリンターでファクスを受信できなくなりま
す。 ボイスメールが応答する前に手動でファクスを開始する必要があります。

プリンターとオプション機器のセットアップで問題が生じた場合は、お近くのサービス プロバイダ、
またはメーカーにお問い合わせください。

ケース G: 同じ回線でファクスとコンピューター モデムを一緒に利用する (電
話の着信なし)

電話を受け付けないファクス回線を利用し、この回線にコンピューター モデムを接続する場合は、次
のようにプリンターをセットアップします。
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注記： コンピューター ダイヤルアップ モデムを使用する場合、コンピューター ダイヤル
アップ モデムはプリンターと同じ電話回線を使用します。 したがって、モデムとプリンタ
ーを同時に使用することはできません。 コンピューター ダイヤルアップ モデムを経由して
電子メールの送信やインターネットへのアクセスを実行している場合、ファクス機能は使用
できません。

● コンピューターのダイヤルアップ モデム環境でプリンターをセットアップするには

● コンピューターの DSL/ADSL モデム環境でのプリンターのセットアップ

コンピューターのダイヤルアップ モデム環境でプリンターをセットアップするには

1 つの電話回線をファクスの送信とコンピューターのダイヤルアップ モデムに使用している場合は、

次の手順に従ってプリンターをセットアップします。

図 B-6  プリンターの背面図

1 壁側のモジュラージャック

2 プリンター付属の電話コードを使用して 1-LINE ポートに接続します。

国/地域に対して提供されたアダプター用の付属の電話コードを接続する必要があ
る場合もあります。

3 モデム搭載コンピューター

コンピューター ダイヤルアップ モデムの環境でプリンターをセットアップするには

1. プリンターの背面の 2-EXT と書かれているポートから白いプラグを抜き取ります。

2. コンピューター (コンピューター ダイヤルアップ モデム) の背面から壁側のモジュラージャック

に差し込まれている電話コードを見つけます。 この電話コードを壁側モジュラージャックから
抜き、プリンター背面の 2-EXT というラベルの付いたポートに差し込みます。

3. プリンターに付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラージャックに、もう一方の端をプリ
ンターの背面に 1-LINE と書かれているポートに接続します。

注記： 国/地域に対して提供されたアダプター用の付属の電話コードを接続する必要が
ある場合もあります。

付属のコードで壁側のモジュラージャックとプリンターを接続しないと、ファクスの送
受信が正常に行われないことがあります。 この専用電話コードは、自宅やオフィスで使
用している電話コードとは異なります。
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4. モデムのソフトウェアで、ファクスをコンピューターに自動受信するよう設定している場合は、
その設定を解除してください。

注記： モデムのソフトウェアで自動ファクス受信の設定を解除しないと、プリンター
でファクスを受信できなくなります。

5. [自動応答] の設定をオンにします。

6. (オプション)[応答呼出し回数] 設定を最小設定 (呼び出し 2 回) に変更します。

7. ファクス テストを実行します。

電話が鳴ると、プリンターは [応答呼出し回数]設定で設定した呼び出し回数の後、自動的に着信に応
答します。 プリンターは、送信側のファクス機へのファクス受信トーンの発信を開始して、ファクス
を受信します。

プリンターとオプション機器のセットアップで問題が生じた場合は、お近くのサービス プロバイダ、
またはメーカーにお問い合わせください。

コンピューターの DSL/ADSL モデム環境でのプリンターのセットアップ

DSL 回線があり、その電話回線を使用してファクスを送信する場合は、次の手順に従ってファクスを

セットアップします。

1 壁側のモジュラージャック

2 パラレル スプリッター

3 DSL/ADSL フィルター

プリンターに付属している壁側のモジュラージャックの一方の端を、プリンター背
面の 1-LINE ポートに、 コードのもう一方の端を DSL/ADSL フィルターに接続しま
す。

国/地域に対して提供されたアダプター用の付属の電話コードを接続する必要があ
る場合もあります。

4 コンピューターの DSL/ADSL モデム

5 コンピューター
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注記： パラレル スプリッターは購入する必要があります。 パラレル スプリッターは前面
に RJ-11 ポートが 1 つ、背面に RJ-11 ポートが 2 つあります。 前面に 2 つの RJ-11 ポー
ト、背面にプラグがある 2 線式の電話スプリッター、シリアル スプリッター、またはパラレル
スプリッターは使用しないでください。

図 B-7  パラレル スプリッターの例

コンピューターの DSL/ADSL モデムの環境でプリンターをセットアップするには

1. DSL フィルターは、DSL プロバイダから入手してください。

2. プリンターに付属の電話コードの一方の端を DSL フィルタに、もう一方の端をプリンター背面

の 1-LINE というラベルの付いたポートに接続します。

注記： 国/地域に対して提供されたアダプター用の付属の電話コードを接続する必要が
ある場合もあります。

付属のコードで DSL フィルターとプリンターの背面を接続しないと、正常にファクス
できないことがあります。 この専用電話コードは、自宅やオフィスで使用している電話
コードとは異なります。

3. DSL フィルターをパラレル スプリッターに接続します。

4. DSL モデムをパラレル スプリッターに接続します。

5. パラレル スプリッターを壁側のモジュラー ジャックに接続します。

6. ファクス テストを実行します。

電話が鳴ると、プリンターは [応答呼出し回数]設定で設定した呼び出し回数の後、自動的に着信に応
答します。 プリンターは、送信側のファクス機へのファクス受信トーンの発信を開始して、ファクス
を受信します。

プリンターとオプション機器のセットアップで問題が生じた場合は、お近くのサービス プロバイダ、
またはメーカーにお問い合わせください。

ケース H: ケース H：電話とファクスとコンピューター モデムを一緒に利用する

コンピューターの電話ポートの数によって、コンピューターを使用してのプリンターのセットアップ
方法が 2 つあります。 はじめる前に、コンピューターの電話ポートが 1 つか 2 つかを確認してくだ

さい。

注記： コンピューターに 1 つの電話ポートしかない場合、図に示すようにパラレル スプリ
ッター (カプラーとも呼びます) を購入する必要があります (パラレル スプリッターは前面
に RJ-11 ポートが 1 つ、背面に RJ-11 ポートが 2 つあります。 前面に 2 つの RJ-11 ポー
ト、背面にプラグがある 2 線式の電話スプリッター、シリアル スプリッター、またはパラレル
スプリッターは使用しないでください)。

● 電話とファクスとコンピューター ダイヤルアップ モデムを一緒に利用する

● 電話とファクスとコンピューターの DSL/ADSL モデムを一緒に利用する
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電話とファクスとコンピューター ダイヤルアップ モデムを一緒に利用する

電話回線をファクスと電話の両方に使用する場合は、次の手順に従ってファクスをセットアップしま
す。

コンピューターの電話ポートの数によって、コンピューターを使用してのプリンターのセットアップ
方法が 2 つあります。 はじめる前に、コンピューターの電話ポートが 1 つか 2 つかを確認してくだ

さい。

注記： コンピューターに 1 つの電話ポートしかない場合、図に示すようにパラレル スプリ
ッター (カプラーとも呼びます) を購入する必要があります (パラレル スプリッターは前面
に RJ-11 ポートが 1 つ、背面に RJ-11 ポートが 2 つあります。 前面に 2 つの RJ-11 ポー
ト、背面にプラグがある 2 線式の電話スプリッター、シリアル スプリッター、またはパラレル
スプリッターは使用しないでください)。

図 B-8  パラレル スプリッターの例

図 B-9  プリンターの背面図

1 壁側のモジュラージャック

2 パラレル スプリッター

3 プリンター付属の電話コードを使用して 1-LINE ポートに接続します。

4 モデム搭載コンピューター

5 電話

電話ポートが 2 つあるコンピューターと同じ電話回線上にプリンターをセットアップするには

1. プリンターの背面の 2-EXT と書かれているポートから白いプラグを抜き取ります。

2. コンピューター (コンピューター ダイヤルアップ モデム) の背面から壁側のモジュラージャック

に差し込まれている電話コードを見つけます。 この電話コードを壁側モジュラージャックから
抜き、プリンター背面の 2-EXT というラベルの付いたポートに差し込みます。

3. 電話をコンピューター ダイヤルアップ モデムの背面の "OUT" ポートにつなぎます。
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4. プリンターに付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラージャックに、もう一方の端をプリ
ンターの背面に 1-LINE と書かれているポートに接続します。

注記： 国/地域に対して提供されたアダプター用の付属の電話コードを接続する必要が
ある場合もあります。

付属のコードで壁側のモジュラージャックとプリンターを接続しないと、ファクスの送
受信が正常に行われないことがあります。 この専用電話コードは、自宅やオフィスで使
用している電話コードとは異なります。

5. モデムのソフトウェアで、ファクスをコンピューターに自動受信するよう設定している場合は、
その設定を解除してください。

注記： モデムのソフトウェアで自動ファクス受信の設定を解除しないと、プリンター
でファクスを受信できなくなります。

6. ここで、プリンターでのファクス呼び出し音の応答方法を、自動または手動に決めます。

● 着信に自動的に応答するようにプリンターをセットアップすると、すべての着信に応答しフ
ァクスを受信します。 この場合、プリンターはファクスと電話を区別できません。 したが
って呼び出しが電話であると思ったら、プリンターが応答する前に電話に出る必要がありま
す。 着信に自動的に応答するようにプリンターをセットアップするには、[自動応答]設定を
オンにします。

● ファクスに手動で応答するようにプリンターをセットアップする場合、ユーザーが手動で受
信操作を行う必要があります。そうしないと、プリンターはファクスを受信できません。
着信に手動で応答するようにプリンターをセットアップするには、[自動応答] 設定をオフに
します。

7. ファクス テストを実行します。

プリンターが着信に応答する前に受話器を取って、送信側ファクス機からのファクス トーンが聞こえ
た場合は、手動でファクスに応答する必要があります。

電話回線を電話、ファクス、およびコンピューターのダイヤルアップ モデムに使用する場合は、次の
手順に従ってファクスをセットアップします。

プリンターとオプション機器のセットアップで問題が生じた場合は、お近くのサービス プロバイダ、
またはメーカーにお問い合わせください。
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電話とファクスとコンピューターの DSL/ADSL モデムを一緒に利用する

コンピューターに DSL/ADSL モデムがある場合は、次の手順に従います。

図 B-10  プリンターの背面図

1 壁側のモジュラージャック

2 パラレル スプリッター

3 DSL/ADSL フィルター

4 電話

5 コンピューターの DSL/ADSL モデム

6 コンピューター

7 付属の電話コードを使用して、プリンター背面の 1-LINE ポートに接続します

国/地域に対して提供されたアダプター用の付属の電話コードを接続する必要があ
る場合もあります。

注記： パラレル スプリッターは購入する必要があります。 パラレル スプリッターは前面
に RJ-11 ポートが 1 つ、背面に RJ-11 ポートが 2 つあります。 前面に 2 つの RJ-11 ポー
ト、背面にプラグがある 2 線式の電話スプリッター、シリアル スプリッター、またはパラレル
スプリッターは使用しないでください。

図 B-11  パラレル スプリッターの例
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コンピューターの DSL/ADSL モデムの環境でプリンターをセットアップするには

1. DSL フィルターは、DSL プロバイダから入手してください。

注記： DSL サービスと同じ電話番号を共有している自宅やオフィスの他の場所にある
電話は、追加の DSL フィルターに接続して、電話をかけたときにノイズが発生しない
ようにする必要があります。

2. プリンターに付属の電話コードの一方の端を DSL フィルターに、もう一方の端をプリンター背

面の 1-LINE というラベルの付いたポートに接続します。

注記： 国/地域に対して提供されたアダプター用の付属の電話コードを接続する必要が
ある場合もあります。

付属のコードで DSL フィルターとプリンターの背面を接続しないと、正常にファクス
できないことがあります。 この専用電話コードは、自宅やオフィスで使用している電話
コードとは異なります。

3. パラレル方式の電話システムを使用している場合、プリンターの背面の 2-EXT と書かれている

ポートから白いプラグを抜き取り、このポートに電話を接続します。

4. DSL フィルターをパラレル スプリッターに接続します。

5. DSL モデムをパラレル スプリッターに接続します。

6. パラレル スプリッターを壁側のモジュラー ジャックに接続します。

7. ファクス テストを実行します。

電話が鳴ると、プリンターは [応答呼出し回数]設定で設定した呼び出し回数の後、自動的に着信に応
答します。 プリンターは、送信側のファクス機へのファクス受信トーンの発信を開始して、ファクス
を受信します。

プリンターとオプション機器のセットアップで問題が生じた場合は、お近くのサービス プロバイダ、
またはメーカーにお問い合わせください。

ケース I: 電話とファクスと留守番電話を一緒に利用する

同じ電話番号で電話とファクスを一緒に受け、この電話番号で留守番電話も接続する場合は、次のよ
うにプリンターを設定します。

図 B-12  プリンターの背面図

1 壁側のモジュラージャック
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2 付属の電話コードを使用して、プリンター背面の 1-LINE ポートに接続します

国/地域に対して提供されたアダプター用の付属の電話コードを接続する必要があ
る場合もあります。

3 留守番電話

4 電話機 (オプション)

電話とファクスと留守番電話を一緒に利用する環境でプリンターをセットアップするには

1. プリンターの背面の 2-EXT と書かれているポートから白いプラグを抜き取ります。

2. 留守番電話のコードを壁側のモジュラージャックから抜き、プリンターの背面の 2-EXT と書か

れているポートに差し込みます。

注記： プリンターに留守番電話を直接接続していないと、送信側ファクスからのファ
クス トーンが留守番電話に記録されてしまい、プリンターでファクスを受信できないこ
とがあります。

3. プリンターに付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラージャックに、もう一方の端をプリ
ンターの背面に 1-LINE と書かれているポートに接続します。

注記： 国/地域に対して提供されたアダプター用の付属の電話コードを接続する必要が
ある場合もあります。

付属のコードで壁側のモジュラージャックとプリンターを接続しないと、ファクスの送
受信が正常に行われないことがあります。 この専用電話コードは、自宅やオフィスで使
用している電話コードとは異なります。

4. (オプション) 留守番電話に電話が内蔵されていない場合は、必要に応じて留守番電話の背面にあ

る "OUT" ポートに電話をつなぐこともできます。

注記： 留守番電話が外部の電話に接続できない場合、留守番電話と電話の両方をプリ
ンターに接続するためにパラレル スプリッター (カプラーとも呼びます) を購入して使
用します。 これらの接続には、標準の電話コードを使用できます。

5. [自動応答] の設定をオンにします。

6. 少ない呼び出し回数で応答するように留守番電話を設定します。

7. プリンターの [応答呼出し回数] 設定を変更し、呼び出し回数をサポートされている最大数に設定
します (呼び出しの最大回数は、国/地域によって異なります。)

8. ファクス テストを実行します。

電話が鳴ると、設定した呼び出し回数の後で留守番電話が応答し、あらかじめ録音した応答メッセー
ジが再生されます。 この間、プリンターは着信を監視して、ファクス トーンを「リッスン」します。
着信ファクス トーンが検出されると、プリンターはファクス受信トーンを発信してファクスを受信し
ます。 ファクス トーンが検出されないと、プリンターは回線の監視を停止し、留守番電話が音声メ
ッセージを録音できる状態になります。

プリンターとオプション機器のセットアップで問題が生じた場合は、お近くのサービス プロバイダ、
またはメーカーにお問い合わせください。
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ケース J： 電話とファクスとコンピューター モデムと留守番電話を一緒に利用
する

同じ電話番号で電話とファクスを一緒に受け、この電話回線にコンピューター モデムと留守番電話も
接続する場合は、次のようにプリンターをセットアップします。

注記： コンピューター モデムとプリンターは同じ回線を使用しているため、モデムとプリ
ンターを同時に使用することはできません。 コンピューター ダイヤルアップ モデムを経由
して電子メールの送信やインターネットへのアクセスを実行している場合、ファクス機能は
使用できません。

● 電話とファクスとコンピューター ダイヤルアップ モデムと留守番電話を一緒に利用する

● 電話とファクスとコンピューター DSL/ADSL モデムと留守番電話を一緒に利用する

電話とファクスとコンピューター ダイヤルアップ モデムと留守番電話を一緒に利用する

コンピューターの電話ポートの数によって、コンピューターを使用してのプリンターのセットアップ
方法が 2 つあります。 はじめる前に、コンピューターの電話ポートが 1 つか 2 つかを確認してくだ

さい。

注記： コンピューターに 1 つの電話ポートしかない場合、図に示すようにパラレル スプリ
ッター (カプラーとも呼びます) を購入する必要があります (パラレル スプリッターは前面
に RJ-11 ポートが 1 つ、背面に RJ-11 ポートが 2 つあります。 前面に 2 つの RJ-11 ポー
ト、背面にプラグがある 2 線式の電話スプリッター、シリアル スプリッター、またはパラレル
スプリッターは使用しないでください)。

図 B-13  パラレル スプリッターの例

図 B-14  プリンターの背面図

1 壁側のモジュラージャック

2 コンピューターの "IN" 電話ポート

3 コンピューターの "OUT" 電話ポート

136 付録 B   追加のファクス セットアップ JAWW



4 プリンター付属の電話コードを使用して 1-LINE ポートに接続します。

国/地域に対して提供されたアダプター用の付属の電話コードを接続する必要があ
る場合もあります。

5 モデム搭載コンピューター

6 留守番電話

7 電話機 (オプション)

電話ポートが 2 つあるコンピューターと同じ電話回線上にプリンターをセットアップするには

1. プリンターの背面の 2-EXT と書かれているポートから白いプラグを抜き取ります。

2. コンピューター (コンピューター ダイヤルアップ モデム) の背面から壁側のモジュラージャック

に差し込まれている電話コードを見つけます。 この電話コードを壁側モジュラージャックから
抜き、プリンター背面の 2-EXT というラベルの付いたポートに差し込みます。

3. 留守番電話のコードを壁側のモジュラージャックから抜き、コンピューター背面 (コンピュータ

ー モデム) の “OUT” というラベルの付いたポートに接続します。

4. プリンターに付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラージャックに、もう一方の端をプリ
ンターの背面に 1-LINE と書かれているポートに接続します。

注記： 国/地域に対して提供されたアダプター用の付属の電話コードを接続する必要が
ある場合もあります。

付属のコードで壁側のモジュラージャックとプリンターを接続しないと、ファクスの送
受信が正常に行われないことがあります。 この専用電話コードは、自宅やオフィスで使
用している電話コードとは異なります。

5. (オプション) 留守番電話に電話が内蔵されていない場合は、必要に応じて留守番電話の背面にあ

る "OUT" ポートに電話をつなぐこともできます。

注記： 留守番電話が外部の電話に接続できない場合、留守番電話と電話の両方をプリ
ンターに接続するためにパラレル スプリッター (カプラーとも呼びます) を購入して使
用します。 これらの接続には、標準の電話コードを使用できます。

6. モデムのソフトウェアで、ファクスをコンピューターに自動受信するよう設定している場合は、
その設定を解除してください。

注記： モデムのソフトウェアで自動ファクス受信の設定を解除しないと、プリンター
でファクスを受信できなくなります。

7. [自動応答] の設定をオンにします。

8. 少ない呼び出し回数で応答するように留守番電話を設定します。

9. プリンターの [応答呼出し回数] 設定を変更し、製呼び出し回数をサポートされている最大数に設
定します (呼び出しの最大回数は、国/地域によって異なります。)

10. ファクス テストを実行します。

電話が鳴ると、設定した呼び出し回数の後で留守番電話が応答し、あらかじめ録音した応答メッセー
ジが再生されます。 この間、プリンターは着信を監視して、ファクス トーンを「リッスン」します。
着信ファクス トーンが検出されると、プリンターはファクス受信トーンを発信してファクスを受信し
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ます。 ファクス トーンが検出されないと、プリンターは回線の監視を停止し、留守番電話が音声メ
ッセージを録音できる状態になります。

プリンターとオプション機器のセットアップで問題が生じた場合は、お近くのサービス プロバイダ、
またはメーカーにお問い合わせください。

電話とファクスとコンピューター DSL/ADSL モデムと留守番電話を一緒に利用する

図 B-15  プリンターの背面図

1 壁側のモジュラージャック

2 パラレル スプリッター

3 DSL/ADSL フィルター

4 留守番電話

5 電話機 (オプション)

6 DSL/ADSL モデム

7 コンピューター

8 プリンター背面の 1-LINE ポートに接続されているプリンター付属の電話コード

国/地域に対して提供されたアダプター用の付属の電話コードを接続する必要があ
る場合もあります。

注記： パラレル スプリッターは購入する必要があります。 パラレル スプリッターは前面
に RJ-11 ポートが 1 つ、背面に RJ-11 ポートが 2 つあります。 前面に 2 つの RJ-11 ポー
ト、背面にプラグがある 2 線式の電話スプリッター、シリアル スプリッター、またはパラレル
スプリッターは使用しないでください。

図 B-16  パラレル スプリッターの例
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コンピューターの DSL/ADSL モデムの環境でプリンターをセットアップするには

1. DSL/ADSL フィルターは、DSL/ADSL プロバイダから入手してください。

注記： DSL/ADSL サービスと同じ電話番号を共有している自宅やオフィスの他の場所
にある電話は、追加の DSL/ADSL フィルターに接続して、電話をかけたときにノイズが
発生しないようにする必要があります。

2. プリンターに付属の電話コードの一方の端を DSL/ADSL フィルターに、もう一方の端をプリン

ター背面の 1-LINE というラベルの付いたポートに接続します。

注記： 国/地域に対して提供されたアダプター用の付属の電話コードを接続する必要が
ある場合もあります。

付属のコードで DSL/ADSL フィルターとプリンターを接続しないと、正常にファクスで
きないことがあります。 この専用電話コードは、自宅やオフィスで使用している電話コ
ードとは異なります。

3. DSL/ADSL フィルターをスプリッターに接続します。

4. 留守番電話のコードを壁側のモジュラージャックから抜き、プリンター背面の 2-EXT というラ

ベルの付いたポートに差し込みます。

注記： プリンターに留守番電話を直接接続していないと、送信側ファクスからのファ
クス トーンが留守番電話に記録されてしまい、プリンターでファクスを受信できないこ
とがあります。

5. DSL モデムをパラレル スプリッターに接続します。

6. パラレル スプリッターを壁側のモジュラー ジャックに接続します。

7. 少ない呼び出し回数で応答するように留守番電話を設定します。

8. プリンターの [応答呼出し回数] 設定を変更し、呼び出し回数をサポートされている最大数に設定
します

注記： 呼び出しの最大回数は、国/地域によって異なります。

9. ファクス テストを実行します。

電話が鳴ると、設定した呼び出し回数の後で留守番電話が応答し、あらかじめ録音した応答メッセー
ジが再生されます。 この間、プリンターは着信を監視して、ファクス トーンを「リッスン」します。
着信ファクス トーンが検出されると、プリンターはファクス受信トーンを発信してファクスを受信し
ます。 ファクス トーンが検出されないと、プリンターは回線の監視を停止し、留守番電話が音声メ
ッセージを録音できる状態になります。

同じ電話回線を電話とファクスに使用しており、コンピューターの DSL モデムがある場合は、次の

手順に従ってファクスをセットアップします。

プリンターとオプション機器のセットアップで問題が生じた場合は、お近くのサービス プロバイダ、
またはメーカーにお問い合わせください。
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ケース K: 電話とファクスとコンピューター ダイヤルアップ モデムとボイス メ
ールを一緒に利用する

同じ電話番号で電話とファクスを一緒に受け、この電話回線でコンピューター ダイヤルアップ モデ
ムも利用して電話会社からボイスメール サービスも利用する場合は、次のようにプリンターを設定し
ます。

注記： ファクスと同じ電話番号でボイス メール サービスを利用している場合、ファクス
を自動受信することはできません。 すべてのファクスを手動で受信する必要があります。
受信ファクスの着信に応答するためにその場にいる必要があります。 ファクスを自動的に
受信したい場合は、電話会社に着信識別の利用を申し込むか、ファクス用に別の電話回線を
引く必要があります。

コンピューター モデムとプリンターは同じ回線を使用しているため、モデムとプリンターを同時に使
用することはできません。 コンピューター ダイヤルアップ モデムを経由して電子メールの送信やイ
ンターネットへのアクセスを実行している場合、ファクス機能は使用できません。

コンピューターの電話ポートの数によって、コンピューターを使用してのプリンターのセットアップ
方法が 2 つあります。 はじめる前に、コンピューターの電話ポートが 1 つか 2 つかを確認してくだ

さい。

● コンピューターに 1 つの電話ポートしかない場合、図に示すようにパラレル スプリッター (カプ

ラーとも呼びます) を購入する必要があります (パラレル スプリッターは前面に RJ-11 ポートが

1 つ、背面に RJ-11 ポートが 2 つあります。 前面に 2 つの RJ-11 ポート、背面にプラグがある

2 線式の電話スプリッター、シリアル スプリッター、またはパラレル スプリッターは使用しな

いでください)。

図 B-17  パラレル スプリッターの例

● お住まいの国または地域が表にあれば、パラレル タイプの電話方式をご使用のはずです。 パラ
レル方式の電話システムの場合、共有する電話機器を本プリンター背面の “2-EXT” ポートを

使用して電話回線に接続できます。

図 B-18  プリンターの背面図

1 壁側のモジュラージャック
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2 プリンター付属の電話コードを使用して 1-LINE ポートに接続します。

国/地域に対して提供されたアダプター用の付属の電話コードを接続する必要が
ある場合もあります。

3 モデム搭載コンピューター

4 電話

電話ポートが 2 つあるコンピューターと同じ電話回線上にプリンターをセットアップするには

1. プリンターの背面の 2-EXT と書かれているポートから白いプラグを抜き取ります。

2. コンピューター (コンピューター ダイヤルアップ モデム) の背面から壁側のモジュラージャック

に差し込まれている電話コードを見つけます。 この電話コードを壁側モジュラージャックから
抜き、プリンター背面の 2-EXT というラベルの付いたポートに差し込みます。

3. 電話をコンピューター ダイヤルアップ モデムの背面の "OUT" ポートにつなぎます。

4. プリンターに付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラージャックに、もう一方の端をプリ
ンターの背面に 1-LINE と書かれているポートに接続します。

注記： 国/地域に対して提供されたアダプター用の付属の電話コードを接続する必要が
ある場合もあります。

付属のコードで壁側のモジュラージャックとプリンターを接続しないと、ファクスの送
受信が正常に行われないことがあります。 この専用電話コードは、自宅やオフィスで使
用している電話コードとは異なります。

5. モデムのソフトウェアで、ファクスをコンピューターに自動受信するよう設定している場合は、
その設定を解除してください。

注記： モデムのソフトウェアで自動ファクス受信の設定を解除しないと、プリンター
でファクスを受信できなくなります。

6. [自動応答] 設定をオフにします。

7. ファクス テストを実行します。

ファクス着信に直接応答してください。そうしないとプリンターでファクスを受信できなくなりま
す。

プリンターとオプション機器のセットアップで問題が生じた場合は、お近くのサービス プロバイダ、
またはメーカーにお問い合わせください。
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シリアル方式のファクスのセットアップ
シリアル方式の電話システムを使用してファクス用にプリンターをセットアップする方法の詳細に
ついては、お住まいの国/地域のファクス構成専用 Web サイトを参照してください。

オーストリア www.hp.com/at/faxconfig

ドイツ www.hp.com/de/faxconfig

スイス (フランス語) www.hp.com/ch/fr/faxconfig

スイス (ドイツ語) www.hp.com/ch/de/faxconfig

イギリス www.hp.com/uk/faxconfig

フィンランド www.hp.fi/faxconfig

デンマーク www.hp.dk/faxconfig

スウェーデン www.hp.se/faxconfig

ノルウェイ www.hp.no/faxconfig

オランダ www.hp.nl/faxconfig

ベルギー (オランダ語) www.hp.be/nl/faxconfig

ベルギー (フランス語) www.hp.be/fr/faxconfig

ポルトガル www.hp.pt/faxconfig

スペイン www.hp.es/faxconfig

フランス www.hp.com/fr/faxconfig

アイルランド www.hp.com/ie/faxconfig

イタリア www.hp.com/it/faxconfig
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ファクス設定のテスト
プリンターの状態を確認し、ファクスを使用できるようにプリンターが正しくセットアップされてい
ることを確認するために、ファクス セットアップをテストできます。 ファクスを使用するためにプ
リンターを設定したら、このテストを実行してください。 テストの内容は次のとおりです。

● ファクスのハードウェアをテストする

● 正しい種類の電話コードがプリンターに接続されていることを確認する

● 電話線が正しいポートに接続されていることを確認する

● ダイヤル トーンを検出します。

● 電話回線の接続状態をテストする

● アクティブな電話回線を検出する

テスト結果は、レポートとして印刷されます。 テストに失敗した場合、レポートを参照して、問題の
解決方法を確認し、テストを再実行してください。

プリンターのコントロール パネルからファクス設定をテストするには

1. ご家庭や職場に適した設定方法で、プリンターのファクス設定を行います。

2. テストを行う前に、インク カートリッジを取り付け、給紙トレイに普通紙をセットします。

3. プリンター ディスプレイの ホーム 画面で [上] ボタンと [下] ボタンを押し、[ファクス] を選択し
て [OK] を押します。

4. [設定]、[詳細設定]、[ファクス設定ウィザード] の順に選択し、画面の指示に従います。

プリンターのディスプレイにテストの状態が表示され、レポートが印刷されます。

5. レポートの内容を確認します。

● テストに合格してもファクスの問題が解消されない場合は、レポートに記載されているファ
クス設定を調べて、正しく設定されていることを確認します。 ファクス設定が行われてい
ない、または不適切な場合は、ファクスに問題が発生する可能性があります。

● テストにパスしなかった場合は、レポートで問題の解決方法を確認します。
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